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第１章 緑の基本計画とは 

１. 「緑の基本計画」とは 

（１）緑の基本計画の概要と改定の目的 

○ 「緑の基本計画」とは、都市緑地法第４条に規定される「市町村の緑地の保全及び

緑化の推進に関する基本計画」のことで、公園や緑道、遊歩道などの整備や維持管理、

身近な緑やまとまった樹林地、農地、水辺などの保全、住宅地や商店街、工場に至る

民間施設及び公共施設などにおける緑化の推進に関する様々な取り組みを体系的に

示した計画です。 

○ 本市では、平成21年８月に「府中市緑の基本計画2009」を策定し、計画のテーマ

を「水と緑が輝く 潤いのあるまち 府中」として、緑被率30％（平成30年）の達成

を目指し、緑のまちづくりを進めてきました。 

○ 「府中市緑の基本計画2009」の策定から10年が経過し、少子高齢化の更なる進展

や都市インフラの老朽化と維持管理費の増大など、緑を取り巻く社会環境が大きく変

化していることを受け、国や東京都の動向などを踏まえつつ、これらの問題・課題に

対応した緑のまちづくりの取り組みを総合的かつ計画的に進めていくために改定し

ます。 

（２）緑とは 

○ 「緑」とは、花、芝・草、樹木、水辺など、それ自体が自然環境を形成し、都市の

環境や住環境の質を高めているものを総称し、公園の樹木や街路樹、都市の中の農地

から、個人住宅の庭木までも含む広義なものをいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜緑が有する機能（役割）＞ 

 ṕ Ṗ 

本市の緑には、馬場大門のケヤキ並木や大國魂神社などの歴史のある緑や、郷土の森博物館や府中

市美術館などの文化施設と一体となった緑、崖線や浅間山などの自然の姿を残している緑など、様々

な緑があります。これらの緑は、生活に潤いを与えるとともに、地域の個性を創出するなど、都市の

魅力を高めています。 

② レクリエーションの場としての緑ṕ ṇ Ṗ 

公園や緑地などの緑は、人々が四季の変化を実感することができる場としての機能や、スポーツや

レクリエーションなど、様々な余暇活動の場としての機能を持っています。また、身近にある公園や

広場は、子どもの遊び場や市民が集う場所であり、貴重なコミュニティ形成の空間としての機能を持

っています。 

③ 都市の安全性を高める緑ṕ Ṗ 

樹木などの緑は、大雨が降っても、その土地に水を一時的に蓄えることができ、河川や下水道の急

激な水量の増加を防ぐことができます。また、広い公園などの緑は、災害時の避難場所や防災活動の

拠点としての機能を兼ね備え、豊かに育った街路樹は、火災の延焼を防ぐ機能を持っています。 

 ︣ ṕ Ṗ 

緑は、地球温暖化の抑制やヒートアイランド現象の緩和、大気や水質の浄化、水源涵養などに寄与

しているほか、小動物、昆虫、魚など、多くの生き物の生息空間となっており、地球環境を保全する

機能を持っています。また、身近に緑があることで、市民が様々な植物や昆虫などにふれあい、自然

を感じることができます。 
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（３）計画の位置づけ 

○ 本計画は、「第６次府中市総合計画」に即するとともに、「府中市都市計画マスター

プラン（府中市都市計画に関する基本的な方針）」や「府中市環境基本計画」、「府中市

生物多様性地域戦略」、「府中市景観計画」、「府中市インフラマネジメント計画（2018

年度）」などの関連する計画と整合を図りながら、「緑の将来像」を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 計画の位置づけ 

 

（４）計画期間 

○ 令和元年度から令和10年度までを本計画の計画期間として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計画期間＞ 

令和元年度から令和１０年度まで 
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第２章 緑を取り巻く状況 

１. 緑を取り巻く社会情勢 

（１）人口減少社会の到来、少子高齢化の進展 

○ 国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計によると、我が国の人口は、既に減

少に転じており、令和27年には平成27年に比べ16.3％減少すると見込まれています。 

○ また、こうした人口減少に連動して高齢化も進行しており、65歳以上の高齢者人口

の割合（高齢化率）は、平成27年では26.6％であったのが、令和27年には36.8％ま

で高まり、人口の2.7人に1人が高齢者になると推計されています。その一方で、０～

14歳の年少人口の割合は、令和27年には平成27年と比べ28.3％減少すると推計され

ており、遠くない将来に本格的な人口減少・少子高齢社会を迎えることとなります。 
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（２）インフラの老朽化と維持・管理費の増大 

○ 我が国の財政状況は、人口減少や少子高齢化の進展などを背景として、社会保障関

係費等の増大に伴い、一層深刻化しています。 

○ その一方で、我が国の既存の公共施設やインフラ施設などについては、主に昭和30

年代から昭和40年代までの高度経済成長期に多くが整備されており、今後、老朽化に

伴う更新費用の財政負担の増大が懸念されます。 
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（３）集約型の都市づくりに関わる国の動向 

○ 多くの都市では、これまで市街地が郊外に向かって開発が進み、市街地が拡散して

きました。しかし、今後、急速な人口減少が見込まれており、拡散した市街地のまま

人口が減少すると、居住の低密度化が進み、一定の人口密度に支えられてきた医療・

福祉・子育て支援・商業等の生活サービスの提供が将来困難になりかねない状況にあ

ります。 

○ また、高齢者が急速に増加することで医療・介護の需要が急増し、医療・福祉サー

ビスの提供や地域の活力維持が満足にできなくなります。さらに、公共施設などの社

会資本の老朽化への対応も必要となっています。 

○ このような中で、国の都市政策においては、人口増加に伴う都市の拡大を前提とし

て都市的土地利用の需要に応える方向から、人口減少や財政制約に対応し、都市の利

便性や活力を低下させることのないよう、コンパクトシティを目指す方向へと変化し

ており、平成26年に「都市再生特別措置法」を改正し、集約型都市構造と都市機能や

居住機能を効率的・効果的に誘導する都市づくりの方向が位置づけられました。 

 

（４）都市と緑・農の共生 

○ これまで市街地内の農地は、宅地化や公共施設整備のための予備地など、一時的な

土地利用という側面を持ち、都市の中での位置づけも不安定なものとなっていました。

しかしながら、市街地の農地は、災害時の延焼遮断機能や避難場所などの防災機能、

保水・遊水池として寄与する治水機能、ヒートアイランド現象の抑止などの気候の平

準化機能、鮮度の高い農作物を供給する生産機能などの多面的な機能を有することか

ら、その保全は重要な課題となっています。 

○ 国の都市政策がコンパクトシティを目指す方向へと変化する中、平成27年に「都市

農業振興基本法」が成立し、市街地内の農地は、宅地化や公共施設整備のための予備

地から、「都市にあるべきもの」へと位置づけが転換されました。 

○ また、これまでの提言や新法の成立等を背景に、平成29年に「都市緑地法等の一部

改正」が行われ、都市と緑・農の共生に取り組むための制度が設けられました。 
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（５）地球環境問題への対応 

○ 私たちの暮らし・活動による地球全体の温暖化やオゾン層の破壊の進行、海洋の汚

染、野生生物の種の減少などの地球環境問題に対し、平成27年に国連サミットにて持

続可能な開発目標（SDGs）を掲げる「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が

採択され、また、第21回気候変動枠組条約締約国会議（COP21）にて温室効果ガス削

減に関する世界共通の長期目標を掲げる「パリ協定」が合意されるなど、国際社会全

体が人間活動に伴い引き起こされる諸問題を喫緊の課題として認識し、解決に取り組

んでいます。 

○ 日本においても、平成5年に我が国の環境政策の「環境基本法」が定められて以来、

第5次にわたる「環境基本計画」の策定や各種関連法の制定など、様々な取り組みが

進められてきました。平成23年３月に発生した東日本大震災を契機としてエネルギ

ー需給が変化し、国民のエネルギー・地球温暖化に関する意識が高まっており、また、

平成24年の｢都市の低炭素化の促進に関する法律｣が施行されるなど、持続可能で活

力ある国土・地域づくりを進めるため、都市の低炭素化を進めることが求められてい

ます。 

○ 緑や水辺などの自然環境が有する多様な機能は、地球環境問題の解消や生物多様性

の保全はもちろんのこと、地域の魅力・居住環境の向上や防災・減災等にも広く寄与

することから、近年、様々な社会課題の解決に自然環境を活用しようとする「グリー

ンインフラ」の考えのもと、緑や水辺は益々重要性を増しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）市民・民間事業者等との協働の推進 

○ 少子高齢化や価値観の多様化・ライフスタイルの変化による近隣住民間のつながり

の希薄化など、地域社会を取り巻く環境は大きく変化し、その課題もますます複雑化・

多様化してきています。一方、将来的にも厳しさを増すことが予想される財政状況か

ら、行政だけで課題に対応することには限界が生じつつある現状もあります。 

○ こうした中、地震などの自然災害を契機とした、ボランティア意識の高まりととも

に、「個人でできることは自らで行い、個人ではできないことを地域で行い、地域で

はできないことを行政が行う」という「自助・共助・公助」の考え方が再認識され、

地域のニーズを的確にとらえ、様々な主体が役割分担のもと、それぞれの能力を発揮

しながら、連携して地域課題の解決やきめの細かい公益サービスの提供に取り組む、

「市民協働」を推進していくことが、改めて必要となっています。 

○ 今後は、広く民間事業者の参入や市民との協働による緑のまちづくりを可能とする、

改正都市緑地法等の諸制度を活用するとともに、市民が活動に参加しやすい環境づく

※持続可能な開発目標（SDGs 

（Sustainable Development Goals）） 

2015年（平成27年）9月の国連サミッ

トで採択された2016年（平成28年）から

2030年までの開発目標のことで、持続可

能な世界を実現するため、貧困や飢餓、

気候変動など17の目標（ゴール）と、そ

れらをより具体化した169の達成基準

（ターゲット）で構成されています。 



 

6 

 

り、新たな人財の発掘・育成など、市民協働や民間参入を推進するための仕組みを強

化・充実していくことが求められます。 

２. 府中市の緑を取り巻く状況 

（１）人口・世帯動向 

○ 人口は堅調に増加しており、平成27年において260,132人（国勢調査）で、平成17

年からの10年間で26,954人、11.6％の増加となっています。 

○ 世帯数は、平成27年に119,391世帯に達しており、平成17年からの10年間で

13,798世帯、13.1％の増加となっています。 

○ 人口と比較し、世帯数の伸びが大きいことから、１世帯人員は縮小傾向にあります

が、平成22年から平成27年においては、0.03人の増加に転じています。 
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出典：国勢調査 

 

○ 国立社会保障・人口問題研究所（平成30年3月推計）の将来推計人口を確認すると、

人口総数は令和5年をピークに微減傾向に転じる見込みです。 

 人口構成の内訳を確認すると、年少人口及び生産年齢人口は減少を続ける一方、高齢

者人口は増加を続け、令和元年には高齢化率が21％を超える見込みです。 
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図２－３ 将来推計人口 

出典：日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所） 

（２）「緑地」の状況 

○ 平成27年度末時点の「緑地」は、732.76haで、市面積の24.90％となっています。

「緑地」の変化状況をみると、平成20年から平成28年までの9年間で11.59haの減少

となっています。内訳を確認すると、公園等の都市施設である緑地については、整備

が進んだことから増加しています。一方で、制度上安定した緑地や社会通念上安定し

た緑地など、主に民有の緑地については著しく減少しています。 

 

※「緑地」の定義 

・本計画における「緑地」とは、都市施設の緑地（都市公園、都市公園以外の市立

公園）、制度上安定した緑地（生産緑地・保安林等）、社会通念上安定した緑地

（寺社境内地、公開性のある施設等）を言います。 

・これら「緑地」は、市民生活に潤いや安らぎを与えてくれるほか、地域の個性や

魅力を創出するなど、都市の魅力を高める機能を有しています。 

 

 

表２－１ 緑地の現況量及び変化量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公園緑地課資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

180.68 6.14 183.98 6.25 3.30

171.69 5.83 178.35 6.06 6.67

8.99 0.31 5.62 0.19 -3.37

450.47 15.31 436.08 14.82 -14.39

113.20 3.85 112.70 3.83 -0.50

744.35 25.29 732.76 24.90 -11.59
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（３）公園・緑地等の状況 

①公園・緑地等の整備状況 

○ 平成27年度末時点の本市が保有している公園・緑地等は、約144万㎡（396か所）

です。これらの多くは、人口の急激な増加に対応するため、昭和45年度以降に多くを

整備しており、昭和53年度には、最多となる24か所の公園・緑地等を開設しました。 

○ 一方、整備後30年以上を経過した公園・緑地等が全体の約48％を占めており、今

後、公園施設の老朽化に伴い、修繕・改修等が必要となる見込みです。 
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出典：府中市公共施設等総合管理計画 

②都市公園の整備状況 

○ 平成27年度末時点の都市公園は、277か所（178.35ha）が整備されており、１人

当たり公園面積は6.86㎡／人となっています。なお、本市には４か所の都立公園があ

り、これらを除く市立公園では、273か所（129.91ha）、１人当たり公園面積5.00㎡

／人となっています。 

ỄṨỄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箇所数
面積
(ha)

１人当たり

面積

㎡／人
箇所数

面積
(ha)

箇所数
面積
(ha)

箇所数
面積
(ha)

1) 178  23.08   0.97   188  23.92   0.95  (1.00) 216  27.30   1.05  (1.06) 38   4.22  

2) 9    11.15   0.47   10   11.87   0.47  (0.49) 10   11.87   0.46  (0.46) 1    0.72  

3) 2    9.80    0.41   2    9.80    0.39  (0.41) 2    9.80    0.38  (0.38) -    -   

4) 1    32.76   1.38   1    33.76   1.35  (1.41) 1    33.87   1.30  (1.32) -    1.11  

5) 2    31.20   1.32   2    31.20   1.24  (1.30) 2    31.18   1.20  (1.21) -    -0.02 

6) 1    0.12    0.01   1    0.12    0.00  (0.01) 1    0.12    0.00  (0.00) -    -   

7) -    -     -    -    -     -   -   1    0.07    0.00  (0.00) 1    0.07  

8) 12   1.58    0.07   14   2.29    0.09  (0.10) 19   3.54    0.14  (0.14) 7    1.96  

9) 15   10.87   0.46   15   11.01   0.44  (0.46) 17   12.04   0.46  (0.47) 2    1.17  

10) 4    0.13    0.01   4    0.13    0.01  0.01  4    0.13    0.01  (0.01) -    -   

224  120.69  5.09   237  124.10  4.94  (4.94) 273  129.91  5.00  (5.06) 49   9.22  

11) 4    44.83   1.89   4    47.58   1.90  (1.98) 4    48.45   1.86  (1.89) -    3.62  

228  165.52  6.98   241  171.68  6.84  (7.16) 277  178.35  6.86  (6.95) 49   12.83 

（256,748人）

都市公園　計

基準人口 237,163人 250,988人 （239,928人） 259,923人

都市公園種別

平成15年３月末 平成20年３月末 平成28年3月末 変化(H15→H28)

１人当たり

面積

㎡／人

１人当たり

面積

㎡／人
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出典：公園緑地課資料 

③公園・緑地等の配置状況 

○ 公園・緑地等は、様々な余暇活動の場として重要な役割を担っており、市街地にあ

っては、歩いて行ける距離に公園・緑地等があることが、重要な視点となります。 

○ 住宅市街地をみると、歩いて行ける公園・緑地等の距離（誘致圏）を250ｍとした

場合に、住居系市街地のほぼ全域に確保されています。また、都市公園の誘致圏に含

まれない区域についても、都市公園以外の市立公園によって補完されていることから、

公園・緑地等の整備は進んでいるといえます。 

○ こうした状況を数値でみると、住居系市街地のうち、79.3％が都市公園の誘致圏に、

18.4％が都市公園以外の市立公園による誘致圏に含まれており、このいずれにも含ま

れない誘致圏外の面積比率は2.3％となっています。 

  ※「住居系市街地」とは、土地利用現況調査のうち、「独立住宅」「集合住宅」「住居

併用工場」「住商併用住宅」に分類される土地利用の区域 

 

 ỄṨễ  

 都市公園 都市公園以外の 

市立公園 

合計 

誘致圏率 79.3％ 18.4％ 97.7％ 

※  誘致圏率とは、公園・緑地等を中心とした250ｍの範囲を誘致圏として、その範囲

が本市に占める割合 

出典：公園緑地課資料 
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図２－５ 都市公園等の誘致圏図 

 

 

④生産緑地地区 

○ 生産緑地地区は、平成28年度に100.9ha（462か所）となっており、平成10年度と

比べると、地区数が57か所、面積が28.8ha減少しています。 

○ 生産緑地地区は、四谷地区や押立地区、若松町・紅葉丘・朝日町付近など市域の周

辺部で、多く指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ễ－６  

出典：公園緑地課資料 
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Ễ－７  

 

（４）「緑被地」の状況 

○ 「緑被地」は、平成28年５月に撮影した航空写真を判読した結果、868.63haが確

認され、本市の面積2,943haの29.52％に達しています。このうち、樹木・樹林と樹

木畑・果樹園を合わせた樹木被覆地は494.52ha(16.81％)、人工草地（芝地等）、雑

草地と田畑を合わせた草地は374.11ha(12.72％)となっています。 

 

※「緑被地」の定義 

・「緑被地」とは、樹木・樹林、草地、農地など、植物で覆われた土地のことで、本

市に占める割合を「緑被率」といいます。 

・この「緑被率」は、都市の魅力のひとつといえる「緑の豊かさ」の指標になりま

す。 

 

      表２－４ 緑被区分の定義 

緑被区分 定  義 

１樹木・樹林 

高木、中木、低木 

（幹や枝が長年にわたり

肥大・成長し続ける植物） 

２樹木畑・果樹園 樹木、樹林地、果樹園など 

３雑草地 
雑草地、雑草に覆われた空

き地、河川敷の草地 

４人工草地 
芝地（庭、庭園、施設内、

道路端等にあるもの）など 

５田畑 田、畑、耕作放棄地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－８ 緑被地の判断イメージ 

緑地被

868.6ha

（29.52％）

非緑被地

2,074.4ha（70.48％）

樹木・樹林

470.2ha
（15.98％）

樹木畑、果樹園等

24.3ha（0.83％）

雑草地

84.9ha（2.89％）

人口草地

157.5ha（5.35％）

田、畑

131.7ha（4.48％）

水面

80.9ha（2.75％）その他

1993.5ha
（67.74％）

市域面積

2,943ha
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図２－９ 緑被地等の内訳 

出典：公園緑地課資料 
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○ 緑被調査を開始した昭和62年からの推移を確認すると、緑被地は減少傾向にあり

ましたが、平成９年を底に、平成20年以降は横ばいで、推移しています。 

○ 平成20年と平成28年の緑被率を比較すると、緑被面積で2.12ha、緑被率で0.16ポ

イント減少しています。減少は、草地の減少によるもので、平成20年と平成28年を

比較すると、面積で12.98ha、草地率で0.48ポイント減少しています。一方で、樹木

被覆地は平成９年以降増加傾向にあり、平成20年と平成28年を比較すると、面積で

10.86ha、樹木被覆率で0.32ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１０ 緑被地の推移 

出典：公園緑地課資料 

※平成28年５月に撮影した航空写真より調査。 

※調査技術の向上により、平成20年以降の緑被地には、平成９年まで緑被地として捉え

られなかった宅地内の小規模緑被地の面積が含まれる。 

※緑被率は、本市に占める緑被地面積の割合。 
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図２－１１ 航空写真 
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図２－１２ 緑被現況図 
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（５）樹木・樹林地の状況 

①樹木の状況（樹冠が10㎡以上の樹木） 

○ 樹冠が10㎡以上の樹木（民有地の樹林に含まれるものは除く）について、平成20

年と平成28年の航空写真を比較し調査した結果、平成20年から平成28年の9年間で

樹木は2,020本減少（4,155本減少、2,135本増加）しました。 

○ 減少の内訳は、伐採によるものが3,109本と過半を占めており、強剪定によるもの

が1,046本となっています。 

○ 増加の内訳は、新たに植栽されたものが155本、成長によるものが1,980本となっ

ており、その多くが街路樹となっています。 

 

ỄṨệ ṕ 20 28Ṗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※樹冠面積が10㎡以上の高木を対象（樹林に含まれるものは除く）としています。 

出典：公園緑地課資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80 468 110 161 819 16 19 415 450 1,269

2 2 29 33 821 821 854

16 8 113 218 355 30 45 556 631 986

10
81 585 36 183 885 2 18 141 161 1,046

179 1,063 259 591 2,092 48 82 1,933 2,063 4,155

10
274 990 113 278 1,655 28 297 325 1,980

2 2 119 123 1 31 32 155

276 990 115 397 1,778 29 328 357 2,135

97 73 144 194 314 48 53 1,605 1,706 2,020
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②樹林の状況（民有地内の樹林地のうち330㎡以上のもの） 

ア）民有地内の樹林の状況 

○ 平成28年に撮影した航空写真を用いて、民有地内の樹林のうち330㎡以上のものを

調査した結果、箇所数381か所、面積57.76haが確認され、１か所当たりの樹林面積

は1,516㎡となりました。 

○ 樹林の内訳は、独立林が220か所（33.33ha）と箇所数、面積ともに過半を占めて

います。箇所順では、屋敷林が97か所（7.15ha）と独立林に次いで多くなっていま

すが、１か所当たりの樹林面積は737㎡と小さく、面積順では寺社林が11.31ha(32

か所)と独立林に次いで多くなっています。 

 

ỄṨỈ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ễ－１３  

出典：公園緑地課資料 

※屋敷林：屋敷林とは、屋敷の建っている敷地内にある林のことで、一般には防風

や防雪の目的で建物の周りに設置されたものをいいます。 

※寺社林：神社や寺院を囲むようにして配置されている樹林のことをいいます。 

※独立林：屋敷林及び独立林以外のまとまった樹林のことをいいます。 

 

 

25.5%

8.4%
57.7%

8.4%
12.4%

19.6%

57.7%

10.3%

屋敷林

寺社林

独立林

その他

合　計

注1) 樹冠面積が10㎡以上の高木の一団で330㎡以上ある樹林が対象。
注2) その他とは、複数の形態による樹林。

(ha)

97 7.15 737 

32 11.31 3,534 

220 33.33 1,515 

32 5.97 1,866 

381 57.76 1,516 
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イ）民有地内の樹林の変化 

○ 民有地内の樹林の変化の確認は、平成20年当時に樹林として認識されていたもの

を基本として、増減を調査しました。 

○ この結果を用いて平成20年と平成28年を比較すると、箇所数は屋敷林(13か所減)、

社寺林(２か所減)で、面積は屋敷林(0.89ha減)、その他(0.33ha減)で減少していま

すが、全体としては箇所数が18か所、面積が2.61haの増加となっています。 

 

ỄṨỉ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１４ 民有地における樹林の推移 

出典：公園緑地課資料 
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寺社林 34 11.20 32 11.31 2 0.11 0.98

独立林 187 29.61 220 33.33 33 3.72 12.56

その他注3 32 6.30 32 5.97 0 0.33 5.24

合　計 363 55.15 381 57.76 18 2.61 4.73

注1) 樹冠面積が10㎡以上の高木の一団で330㎡以上ある樹林が対象。

注2)「府中市のみどり2009（平成21年３月）」に記されている値。

注3) その他とは、複数の形態による樹林。

20 2 28
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（６）崖線樹林調査 

○ 府中崖線の樹林の状況をみると、平成９年から平成28年にかけて0.31ha減少して

います。内訳をみると、民有地の樹林が1.41ha減少する一方で、国・都有地（0.38ha

増）などの公有地、寺社林（0.73ha増）が増加しています。これは、平成９年調査後

に敷地所有区分の違いが判明し、所有区分が変更になったことや、樹木の成長による

拡大等が主な要因となっています。 

○ 国分寺崖線の樹林の状況をみると、平成９年から平成28年にかけて、0.63ha減少

しています。これは、都市計画道路の整備や都立府中病院の改築による減少分となっ

ています。 

ỄṨỊ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公園緑地課資料 
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（７）「みどり率」の状況 

○ 平成28年の「みどり率※」は、本市の面積2,943haの38.55％に達しています。こ

のうち、公園などの「緑地」に含まれない「緑被地」は392.66ha(13.34％)となって

います。 

○ 平成20年と平成28年のみどり率を比較すると、1.25ポイント減少しています。 

 

※「みどり率」の定義 

・「みどり率」とは、公園、街路樹、樹林地、草地、農地、宅地内の緑（屋上緑化を

含む）、河川、水路などの面積が、本市に占める割合のことで、従来の「緑被率」

に、「河川等の水面の占める割合」と「公園内で樹林等の緑に覆われていない面積

の割合」を加えたものとなります。 

・「みどり率」は、東京都が策定した「緑の東京計画」において提示された、都市の

魅力のひとつといえる「緑の豊かさ」の指標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１７ みどり率の割合 

出典：公園緑地課資料 

 平成20年 平成28年 

みどり率 

（みどり面積

／市域面積） 

39.80％ 38.55％ 

緑地

732.76ha

（24.90％）

緑被地

392.66ha

（13.34％）

水面

8.99ha

（0.31％）

非緑地・

非緑被地

1,808.58ha

（61.45％）

市域面積

2,943.0ha

みどり

1,134.42ha

（38.55％）

図２－１６ 「みどり」の体系 

表２－９ みどり率の現状 
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（８）水と緑に関する市が主催する主な協働事業 

○ 本市では、水と緑に興味を持つきっかけづくりの場の提供等を目的に、様々な協働

事業を行っています。 

○ このほか、市民団体等により、地域コミュニティの醸成や水と緑に親しむイベント

として、「府中環境まつり」や「桜まつり」、「農業まつり」や「浅間山公園キスゲフェ

スティバル」、「西府わき水まつり」などが行われています。 

 

ỄṨểỂ  

名称 内容 

府中まちなか 

きらら 

（インフラ管理ボ

ランティア制度） 

 地域の方々が道路や公園の⾥親として、愛情と責任を持って行う維持管

理活動を通じて、次世代の子供達にまで良好な地域の環境を守っていくこ

とを目指し、市民の方や企業の方による、「道路や公園での清掃、除草など

の無償ボランティア活動」に対して、「清掃用品の貸与や保険料の負担な

ど」の支援を行う事業です。 

水辺の楽校事業  子どもたちを対象に多摩川などの水辺を活用した自然環境学習及び体

験活動を行う自然環境の啓発事業です。 

樹木保存事業  一定規模以上の樹木を指定して奨励金等を交付する、緑豊かなまちづく

りの推進するための事業です。 

自然環境調査員 

会議運営事業 

 市内の動植物の生息状況の把握や普及、啓発に関する取り組みを行う、

市民活動団体等による自然環境調査員会議の運営支援等を行う事業です。 

市民花壇運営事業  まちに潤いと安らぎのある生活環境を作り出すため、公園などの公共地

において、市民参加による花壇づくりを行う事業です。 

緑と花いっぱい 

運動推進事業 

 緑化講習会の開催や環境まつりにおける、ウォーキングマップや花蓮の

絵はがきの頒布等を行う、市民意識の啓発を目的とした事業です。 

落ち葉の銀行事業  登録した市民活動団体が公園や広場を清掃し、収集した落ち葉を腐葉土

して活用する、緑のリサイクルを目的とした事業です。 

府中かんきょう塾  平成13年にエコ・リーダー養成講座としてスタートした、環境問題をテ

ーマとした連続講座です。 

植物観察・調査 

（多摩川河川敷） 

多摩川河川敷に自生する植物の観察会の開催と調査を行う事業です。 

西府町湧水調査  西府町湧水の湧水量、水質の通年データ測定調査を行う事業です。 

田んぼの学校  東京農工大学フィールドサイエンスセンターフィールドミュージアム

本町農場等での農作業体験及び水田に生息する昆虫等の観察を行う事業

です。 
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第３章 緑のまちづくりの課題と計画改定の考え方 

１. 緑のまちづくりの課題 

○ 人口構造の変化への対応 

  本市の人口は当面緩やかに増加していく見込みですが、少子高齢化は進展しており、

国全体の動向を踏まえると、いずれは人口そのものが減少することが考えられます。 

将来的な人口減少や少子高齢化に伴う人口構造の変化は、公園や緑の利用者の年齢層

に変化をもたらし、既存の公園施設と利用者のニーズのミスマッチも見込まれます。 

このことから、公園・緑地等の利用者のニーズを踏まえ、余暇・レクリエーション活

動の空間としてだけでなく、高齢者の健康増進の空間など、人口構造の変化に対応した

魅力的な公園・緑地等として整備、更新していく必要があります。 

○ 府中ならではの緑を活かした魅力ある都市の実現 

本市には、馬場大門のケヤキ並木など、府中らしい魅力ある緑が数多く存在し、その

保全に取り組んできましたが、樹木の枯死・倒木、雑木林の減少などにより、府中らし

さを感じられる緑の減少が懸念されます。歴史や文化の蓄積や豊かな自然環境など、「府

中らしさ」を維持しつつ、都市としての魅力を更に高めていくことが重要です。 

このことから、馬場大門のケヤキ並木や浅間山、府中崖線の緑、街中に残る農地など、

「府中らしさ」を醸し出す緑を守り・活かすことのできるまちづくりが必要です。 

○ 市にあるべき緑としての農地の保全・活用 

農地は、食料の生産の場としてだけでなく、生き物の生息空間、地下水の涵養、ヒー

トアイランド現象の緩和、防災・減災、レクリエーション空間といった様々な機能を有

しており、都市における重要な緑の空間となっています。このような都市における緑の

機能を踏まえ、平成27年の都市農業振興基本法の制定や平成29年の都市緑地法等の改正

により、「農地」が「緑」として位置付けられ、都市における重要な緑の要素であること

が明確になりました。 

本市は、市街地内に多くの農地が残っており、様々な機能を有する緑の空間としてだ

けではなく、ふるさとを感じさせる景観の要素として重要な役割を担っていることから、

農地の保全・活用に取り組むことが必要です。 

○ 豊かな経験と技術を有する人財の活用 

本市には、国立大学法人東京農工大学及び東京都立農業高等学校が立地し、緑に関わ

る多くの人財や技術を有しているほか、自然環境の保全に関わる取り組みを進めている

様々な市民活動団体・ボランティアなどが活動していることから、緑のまちづくりを推

進する上で貴重な地域資源として、連携していく必要があります。 

また、市民アンケート調査結果より、緑を守り増やす活動への関心や参加意欲がみら

れたことから、こうした人財を活かしていくことも必要となります。 
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○ インフラマネジメントの考えに基づく公園・緑地等の維持管理 

本市は、大小様々な公園・緑地等が整備されており、市域の約98％は身近に公園・緑

地等が整備されている状況にあります。また、府中の森公園や郷土の森公園など、大規

模な公園の整備も進んでいる状況にあります。これらは、休息やレクリエーションの場

としてだけでなく、地域のコミュニティを醸成する場、災害時の避難場所など、多面的

な機能の発揮が期待される重要なグリーンインフラです。 

しかし、本市の公園・緑地等の多くは高度経済成長期に整備され、施設の老朽化が進

んでおり、「府中市インフラマネジメント計画(2018年度)」によると、今後35年間の年

間の経費は、近年の維持管理・補修等の実績額を大きく上回るものと予測されています。

本市の財政状況を確認すると、保育所需要や高齢化等を背景に扶助費が着実に増加し続

けており、また、将来の人口動向を鑑みてもさらなる扶助費の増加が予想されます。そ

のため、今後は、公園・緑地等の維持管理・補修等に充当できる財源の確保が困難にな

ることが想定されます。 

このことから、公園・緑地等をより魅力的な空間とするための質の向上にも配慮しつ

つ、インフラマネジメントの考えに基づき、財政状況を鑑みた中・長期的な視点による

計画的な維持管理・補修を行い、公園・緑地等の老朽化へ対応していく必要があります。 

○ 地球環境問題への対応 

私たちの暮らし・活動による地球全体の温暖化やオゾン層の破壊の進行、海洋の汚染、

野生生物の種の減少などは、地球規模で取り組む必要のある問題ですが、まず身近な環

境に目を向けて取り組むことが、やがては全国に、そして全世界の環境問題の解決につ

ながると考えることが重要です。 

本市においても「府中市環境基本条例」とこれに基づく「府中市環境基本計画」のほ

か、「府中市生物多様性地域戦略」などの関連計画と連携しながら、緑や水辺などが持つ

多様な機能を保全し、地球環境問題の解消や地域固有の種の保護など、生物多様性の保

全に寄与するとともに、更に魅力があり良好な地域の環境形成に活かしていくことが求

められます。 

○ 民間事業者との協働による緑のまちづくり 

近年、公共施設やインフラの整備運営等に関して、民間事業者のノウハウや資金を活

用した良好な公共サービスを提供する手法として、PFI・PPPといった公民連携手法が確

立されつつあります。本市においても、少子高齢化の進展に伴う社会保障関係経費のさ

らなる増加などにより、引き続き予断を許さない財政状況が続くことが想定される中、

良好な公共サービスを提供するため、府中市公共施設等総合管理計画を策定し、老朽化

した公園内の建物や遊具の改修・更新等に取り組むこととしています。 

より良い公共サービスを提供するため、今後実施する公園・緑地等の整備・運営・管

理等に関して、民間活力の導入可能性を適宜検討し、適切な手法を採用していくことが

必要です。また、運営・管理については、エリアマネジメントの考えを取り入れながら、

包括的民間業務委託や指定管理者制度を始めとした、民間事業者との協働による取り組

みを進めていく必要があります。 
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２. 計画改定の考え方 

○計画改定の考え方１. 府中ならではの緑や人財等の地域資源をフル活用します 

本市は、地域の歴史文化を表す緑、生物生息空間でもある自然豊かな緑、府中を感じ

させる農の風景などの「緑の資源」、緑の保全・創出・維持管理に関わる多くの市民の方々

や各種団体、民間事業者のノウハウ・マンパワー・資金力、緑に関わる教育期間などの

「人的・経済的資源」、公園や広場等の「公共社会資本」など、緑のまちづくりを進める

ための素晴らしい「地域資源」を数多く有しています。 

このことから、改定計画については、将来的に厳しい財政状況が見込まれている中、

これらの「地域資源」をフル活用することで、市民の誰もが誇りに思える緑のまちづく

りを実現するための計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○計画改定の考え方２. 緑の質をこれまで以上に向上させ、育てていくための計画とします 

本市は、これまで、緑の「量的な充足」はもちろんのこと、緑の「質の向上」に主眼

をおいて緑のまちづくりに取り組んできました。その結果、歩いて行ける身近な公園が

市内のほぼ全域に分布するなど量的な充足が進んだほか、公園の防災機能の向上など、

質の向上も進んできています。 

このように、緑の量的な充足が進み、また緑の質も高まりつつある本市においては、

今後、緑が有する多様な機能が十分に発揮できるようにするとともに、市民が将来に渡

って府中の緑を守り・育てていくことが重要です。 

このことから、子どもから高齢者まで誰もが安全に快適で楽しく使える緑地や、管理

が行き届き、府中を感じる自然とふれあうことのできる緑環境の整備、多様な生物の生

息を考慮した緑地の保全・創出、市街地の安全性をより高める緑地の確保など、「緑の質」

をこれまで以上に向上させ、それらを育てていくための計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【フル活用する地域資源】 

 ①府中らしさを感じさせる緑 

○府中らしさを感じさせる緑を最良の状態で次代に引き継ぐ  

 ②豊かな人財 

○豊かな人財を活用し、緑のまちづくりを進める 

 ③地域の財産である農地 

○地域の財産として農地を保全・活用する 

【質を高める緑】 

 ①多様な生物が生息する緑 

○人と生き物が共存・共生したまちを実現する  

 ②量的に充足した公園・緑地のストック 

○公園・緑地の魅力を高める 

○公園・緑地を安全・安心して利用できるようにする 

 ③都市の防災性に寄与する公園・緑地 

○災害時の市街地の安全性を高める 
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第４章 緑の将来像と目標 

１. 緑の将来像 

（１）将来都市像 

〇 「第６次府中市総合計画」では、市民がまちづくりに主体的に参加しながら、相互に

尊重し協力し合い、家族や地域でのつながりを大切にし、ふるさと府中の歴史・文化や

自然環境を守り愛着を持って、安全安心で健やかに暮らすことを基本理念として、『みん

なで創る 笑顔あふれる 住みよいまち ～みどり・文化・にぎわいのある洗練された都

市を目指して～』を市民と市がともに目指す都市像として設定しています。 

〇 本計画においても、この将来都市像『みんなで創る 笑顔あふれる 住みよいまち ～

みどり・文化・にぎわいのある洗練された都市を目指して～』を目指すものとし、緑の

整備・保全・活用を通じて、将来都市像の実現に取り組むこととします。 

 

 

 

 

 

 

（２）計画テーマ 

〇 私たちは、幼いころから地域コミュニティの拠点でもある公園や緑地においての「遊

び」や「人とのふれあい」を通じて社会ルールを学び、身近な緑に、「四季の豊かさ」や

「やすらぎのひととき」を感じ、また、身近にある田んぼや畑を観て、毎日の食事を通

じた農の大切さを認識するなど、日々の暮らしの中では、緑から多くのことを学び、育

てられてきました。また、都市の緑は、多様な生物の生息空間となり、鳥や昆虫は、ま

ちなかの貴重な緑の種子や花粉を広く運ぶなど、厳しい都市環境の中での生物の生態系

の維持においても重要な役割を担っています。 

〇 このように、私たちや生物の様々な働きかけが緑を育て、同時に緑の存在やその効用

が私たちや生物の生存を可能とするなど、私たちと緑との間には、「生かし」「生かされ

る」、「育て」「育てられる」という密接な関係があると、本市では考えます。 

そのため、こうした緑と私たちとの関係を「緑育（りょくいく）」と呼ぶこととし、『緑

を育て 緑に育てられる 「緑育」のまちづくり』を計画テーマとして掲げ、市民や市民

活動団体、研究・教育機関や民間事業者、行政などの様々な主体が手を取り合いながら

「緑育」のまちづくりに取り組むことで、将来都市像である「みんなで創る 笑顔あふれ

る 住みよいまち」を目指します。 

 

  

＜将来都市像＞ 

みんなで創る 笑顔あふれる 住みよいまち 
～みどり・文化・にぎわいのある洗練された都市を目指して～ 

＜計画テーマ＞ 

緑を育て 緑に育てられる 「緑育」のまちづくり 



 

31 

 

（３）将来目標 

〇 本市は、市内のほぼ市域全域が都市公園の利用圏となっており、ケヤキ並木を始めと

した様々な緑は、市域の約３割を覆うまでに至りました。その結果、公園や都市緑化で

緑あふれるまちとしての市民満足度(総合計画に関する市民意識調査(平成28年度))は、

約70％に達しています。 

〇 このように、量の充足への取り組みは一定の成果を挙げられたことや、改定の考え方

である「緑の質をこれまで以上に向上させ、育てていくこと」を踏まえ、「緑の質の向上」

に比重をおいた、次の新たな将来目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 これまで、育て・育てられてきた本市の緑を、失わずに次代に引き継いでいくため、

将来の緑の確保目標を設定します。 

 

ƞ ǵ ͪ  

指標 
実績値 目標値 

平成20年3月 平成28年3月 令和10年3月 

【指標１】 緑地率 
25.37％

（744.35ha） 

24.89％

（732.76ha） 
25.0％ 

【指標２】人口1人あたりの 

     都市公園面積 

(都市公園面積／人口) 

7.01㎡ 

（171.69ha） 

6.86㎡ 

（178.35ha） 
7.0㎡ 

【指標３】 緑被率 
29.68％

（870.75ha） 

29.52％

（868.63ha） 
30.0％ 

人口 245,032人 259,748人 
261,325人 

（推計値） 

府中市面積 2,934ha 2,943ha 
  
 
 出典）実績値人口：住民基本台帳人口と外国人登録人口の合計 

    目標値人口：第6次府中市総合計画後期基本計画の推計人口 

  注）東日本大震災後、大きな地殻変動が観測されたことから、平成23年10月31日に国土地理院

により国土面積の改定が行われました。そのため、市域面積が平成20年3月と平成28年3月

以降で異なります。 
 
 

指標 説明 

緑地率 
「緑地」とは、公園・緑地等の都市施設とする緑地（都市公園、都市公園以外の市立公
園）制度上安定した緑地（生産緑地地区、保安林等）、社会通念上安定した緑地（社寺
境内地、公開性のある施設等）のことで、本市に占める割合を「緑地率」といいます。 

緑被率 
「緑被地」とは、上空から見たときに、樹木・樹林、草地、農地など、植物で覆われた
土地のことで、本市に占める割合を「緑被率」といいます。 

＜将来目標（令和10年度）＞ 

公園や都市緑化で緑あふれるまちとしての市民満足度を、 

「76.6％」以上（6.0％以上の向上）とすることを目標とします。 
（基準：平成28年度市民満足度「70.6％」 参考：平成29年度市民満足度「71.1％」） 
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（４）緑育のまちづくりの基本目標 

〇 『緑を育て 緑に育てられる 「緑育」のまちづくり』を計画テーマに様々な取り組み

を進めることによって、将来都市像である『みんなで創る 笑顔あふれる 住みよいまち』

を実現するため、計画改定の考え方を踏まえ、次の５つの視点から緑育のまちづくりの

基本目標を定めます。 

 

基本目標１：府中らしさを感じさせる緑を守り・育てる視点 

府中らしさを感じられる緑を次代に継承し、 

新しい文化を醸成する「緑育」のまち 

ケヤキ並木や大國魂神社、豊かな自然を残す浅間山や崖線の緑は、人と自然が共存し

てきた府中市の歴史・文化が刻まれた府中らしさが感じられる重要な緑です。また、市内

に残る農地は、府中の原風景として無くてはならない要素です 

このため、これら特色ある緑を守り・育てるとともに、その取り組みを通じ、都市にお

ける暮らしと自然の新たな関係を構築することで、「府中らしさを感じられる緑を次代に

継承(育て)し、新しい文化を醸成する(育てられる) 「緑育」のまち」を目指します。 

 

基本目標２：協働によって緑を育てる視点 

ともに緑のまちづくりに取り組み、地域とのつながり・ 

コミュニティを醸成する「緑育」のまち 

緑とふれあうことで「緑への愛着」が生まれ、多くの仲間と緑を育てる活動に取り組む

ことで「人と人とのつながり」が芽生え、「まちの緑は自分たちで守り育てる」という気

持ちが醸成されると考えます。 

次代に向けて緑を守り育てていくためには、主体的に緑に関わる人々を増やし、その

活動を促すことが重要となります。 

このため、市民活動団体や民間事業者等の様々なまちづくりの主体と行政が協働して

緑を育てる活動に取り組むことで、緑を仲立ちとした人と人、人と地域のつながりや地

域コミュニティが強固となる、「ともに緑のまちづくりに取り組み(育て)、地域とのつな

がり・コミュニティを醸成する(育てられる) 「緑育」のまち」を目指します。 
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基本目標３：都市の魅力を高める緑の視点 

身近な緑を守り、増やすことで、暮らしの場に 
ふさわしい環境が形成された「緑育」のまち 

都市は公園や道路などの公共空間だけでなく、住宅地や店舗・工場地、農地などの民有

地が大半を占めていることから、緑豊かな環境を形成していくためには、民有地におけ

る緑の保全や緑化が重要となります。特にこれらの緑は、ヒートアイランド現象の防止

や大気の浄化といった物理的な環境改善効果だけでなく、四季の変化が風景に彩りを与

える心理的な効果など、都市の魅力を高める多面的な効果の発揮が期待されます。また、

農地においては、新鮮な農産物の生産だけではなく、都市の安全性を高める防災空間と

しての機能、都市に潤いや安らぎを与える緑地空間としての機能など、多面的な機能を

有しています。 

このため、身近な緑を守るとともに、緑化に取り組むことが、暮らしや経済活動の場と

しての都市の質を高めるとの認識にたって、「身近な緑を守り、増やす(育て)ことで、暮

らしの場にふさわしい環境が形成された(育てられる) 「緑育」のまち」を目指します。 

 

基本目標４：暮らしを楽しむ場としての緑の視点 

自然とふれあえる魅力的な空間を備えた、 

暮らしに楽しさやくつろぎが感じられる「緑育」のまち 

公園などの緑地は、子どもから高齢者まで幅広い年齢層が利用可能な市民の共有財産

です。自然とのふれあい、スポーツ・レクリエーション活動、健康増進、文化活動等多様

な活動の場としての役割があります。また、こうした活動を通じて享受できる楽しさや

生きがいが、暮らしの質を高めることにもなります。 

このため、このような公園などの緑地を、財政面において過度な負担を残すこと無く、

良好な状態で次代に引き継ぐことを念頭におきながら、それぞれの緑地に期待される機

能に配慮した空間の整備や、日常的な維持管理、緑地の使い方・使われ方などを総合的に

考慮した緑地の運営に取り組み、「自然とふれあえる魅力的な空間を備えた(育て)、暮ら

しに楽しさやくつろぎが感じられる(育てられる) 「緑育」のまち」を目指します。 

 

基本目標５：都市の安全・安心に寄与する緑の視点 

暮らしの安全を支える緑を維持し、 

安心できる市街地環境を備えた「緑育」のまち 

公園などの緑地は、災害時の避難場所となるオープンスペースであるほか、緑は土壌

の安定による急傾斜地崩壊の防止、緑が保持する水分の蒸散効果による延焼の防止、建

物の倒壊や落下物からの保護など、災害の防止や低減に対する多様な効果の発揮が期待

されます。 

一方、管理の不足した緑地などは、犯罪の発生が懸念される都市の死角となる可能性

も有しています。 

このため、良好な状態で安全性が確保され、期待される効果が十分に発揮されるよう、

緑の保全と防犯の視点も加味した適切な維持管理に取り組むとともに、計画的な配置を

進めるなど、「暮らしの安全を支える緑を維持し(育て)、安心できる市街地環境を備えた

(育てられる) 「緑育」のまち」を目指します。 
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２. 緑の将来構造 

 

〇 市内には、崖線や浅間山などの緑地、多摩川や用水などの水辺、馬場大門のケヤキ並

木や大國魂神社をはじめとする寺社林、地域に残る樹木・樹林など、歴史や文化をかも

し出す自然環境が残されています。また、これらの緑を生息空間とする多くの生き物も

確認されるなど、自然の豊かさは本市の大きな魅力となっています。 

〇 『緑を育て 緑に育てられる 「緑育」のまちづくり』によって実現される、まちの将

来構造は、こうした水や緑が持つ様々な機能をより高めることが重要となります。 

〇 このため、「水と緑のネットワークの形成」を基本的な考え方とし、郷土の森公園など

を中心とした拠点整備を進めるとともに、府中崖線や多摩川を軸とし、これらを新田川

緑道やニケ村緑道などの緑道・遊歩道、さらには、東八道路や桜通りなど街路樹のある

道路などで結ぶことによって、「緑の将来構造」を構築することとします。 

〇 また、水と緑のネットワークの形成は、生き物の生息環境を保全することを目的に、

生き物の生息空間の確保とその移動経路となる「緑の回廊（コリドー）」の形成に配慮し

ます。 

（１）緑の拠点 

〇 緑の豊かさや美しさが感じられ、かつ安全で快適に住める緑のまちづくりを進めるた

め、「緑の機能」をもとに、11の区域を「緑の拠点」と位置づけます。 

 

＜緑の中核的な拠点＞ 

本市を代表するまとまりのある緑や、特徴的な緑の空間は広域的な緑の拠点となるよう

「緑の中核的な拠点」と位置づけます。 

●郷土の森公園周辺 

 各種の文化・スポーツ施設が集積し、多くの市民に親しまれている大規模な公園であ

り、府中市水と緑のネットワーク拠点整備実施計画によって、更に機能の拡充が進めら

れていることから、ここを「緑の中核的な拠点」と位置づけます。 

 

●ケヤキ並木周辺 

 市の表玄関である府中駅を核に中心市街地が形成され、馬場大門のケヤキ並木や大國

魂神社など、本市の歴史・文化を伝える緑が残されていることや、水と緑のネットワー

クの要の位置にあることから、ここを「緑の中核的な拠点」と位置づけます。 

 

●府中の森公園周辺 

 中心市街地に近接する地域にあり、府中市美術館や都立の庭球場・野球場といった、

文化施設やスポーツ施設など、多様な機能を持つ総合公園が整備されていることから、

ここを「緑の中核的な拠点」と位置づけます。 
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●浅間山公園周辺 

 市内で唯一の「山」であり、ムサシノキスゲをはじめとする貴重な植物などがみられ、

隣接する多磨霊園と一体となってまとまりのある武蔵野の雑木林が残されていること

から、ここを「緑の中核的な拠点」と位置づけます。 

 

●武蔵野公園周辺(国分寺崖線) 

 国分寺崖線の緑や野川の水辺と一体となった規模の大きな公園であり、都立公園とし

て、今後も拡充整備が見込まれることから、ここを「緑の中核的な拠点」と位置づけま

す。 

 

 

＜地域における緑の拠点＞ 

地域住民に親しまれている地域の核となる公園や、地域の特徴的な緑の空間は、地域の

緑の拠点となるよう、これらを含む一体を「地域における緑の拠点」と位置づけます。 

●武蔵台公園周辺(国分寺崖線) 

 武蔵台公園を中心に都立多摩総合医療センターや武蔵台文化センターなどの各施設

と国分寺崖線に残る緑が一体となった良好な環境が形成されており、本市の北西部を代

表する緑の空間として、景観の保全・活用が期待される区域であることから、ここを「地

域における緑の拠点」と位置づけます。 

 

●西府町緑地周辺（府中崖線） 

 西府町緑地周辺は、西府駅や西府文化センターに隣接し、周辺の公園などと一体とな

って市西部地域の拠点を形成しています。また、府中崖線に沿って水路が形成されてい

る市川緑道などは、特徴的な緑の空間であることから、ここを「地域における緑の拠点」

として位置づけます。 

 

●四谷さくら公園周辺 

 四谷さくら公園周辺に残る樹林や農地の風景は、本市の原風景を今に伝える数少ない

区域です。こうした風景を守り、活かした緑のまちづくりが期待されることから、ここ

を「地域における緑の拠点」と位置づけます。  

 

●小柳公園周辺 

本市の南東部の核となる公園として様々な役割が期待されており、また、北多摩一号

水再生センター及び上部の小柳町運動公園、多摩川河川敷と一体となった、緑の空間の

保全・活用も望まれることから、ここを「地域における緑の拠点」として位置づけます。  
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●武蔵野の森公園（北地区）周辺 

 スポーツ・レクリエーションの場として親しまれ、隣接する教育施設の緑と一体とな

って、文化の香り高い景観が形成されていることから、ここを「地域における緑の拠点」

と位置づけます。 

 

●東京農工大学周辺 

 緑をはじめ、広く社会や自然環境が調和した科学技術の進展への貢献を理念とした学

術研究機関が立地し、またキャンパスには豊かな自然環境が形成されていることから、

ここを「地域における緑の拠点」と位置づけます。 

 

 

（２）農地が集積するエリア 

〇 農地が市街地内に多く残る四谷や南町などの地域については、農地と低層住宅が調和・

共存していることから、良好な居住環境と営農環境の共生を推進していく地域として、

ここを「農地が集積するエリア」と位置づけます。 

 

 

（３）水と緑の軸 

〇 府中崖線や多摩川は、本市を東西に横断する緑の骨格となることから、これらを「水

と緑の軸」と位置づけます。 

●府中崖線 

 本市のほぼ中央を東西に樹木が連なる「府中崖線」は、本市を代表する特徴的な緑の

ひとつであり、緑豊かな景観を形成していることから、ここを「水と緑の軸」と位置づ

けます。 

 

●多摩川 

 多摩川は、本市の南端、四谷から押立町までの約９kｍにわたって水辺を形成し、その

河川敷は広大な緑の空間となっていることから、ここを「水と緑の軸」と位置づけます。 

 

 

（４）水と緑のネットワークゾーン 

〇 緑の拠点と水と緑の軸を相互に結ぶ緑道や遊歩道、街路樹のある道路を中心とし、周

辺の公園・緑地等や宅地内の緑を含めた区域を「水と緑のネットワークゾーン」と位置

づけます。 

 

白紙ページです） 
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図４－１ 緑の将来構造図 

－将来都市像－ 

みんなで創る 笑顔あふれる 住みよいまち 

緑 の 将 来 構 造 図  
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－計画テーマ－ 

緑を育て 緑に育てられる「緑育」のまちづくり 
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第５章 緑の将来像の実現に向けた施策 

１. 施策の基本方針 

  計画改定の考え方を踏まえた５つの視点により定めた、緑育のまちづくりの基本目標ご

とに、その実現に向けた施策の基本方針を示します。 

（１）府中らしさを感じさせる緑を守り・育てるための施策の基本方針 

〇 馬場大門のケヤキ並木や府中崖線の緑、浅間山や郷土の森公園、多摩川の水辺の連続

する緑などは、将来にわたって残すべき重要な本市の資産であることから、緑を着実に

守り・活かすことができる法制度の活用や取り組みを位置づけます。 

〇 また、保存樹木に指定されている樹木や屋敷林、寺社林など、市民に親しまれている

民有の樹木・樹林については、経済的・技術的な支援に加え、所有者の方が気軽に相談

できる環境を整備するなど、次代に引き継いでいくための取り組みを位置づけます。 

〇 さらに、ふるさとの原風景を感じさせる農地については、農業の担い手の減少などに

より年々減少しており、令和４年には生産緑地地区の制限の解除が可能となる時期を向

かえることから、農地から宅地への転用が懸念されます。 

〇 都市にあるべき緑として確保し続けるため、農地が持つ様々な機能に着目した上で、

農地の利活用の促進や担い手育成、拡充された制度活用などの取り組みを位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）協働によって緑を育てるための施策の基本方針 

〇 緑に関する活動への自主的・主体的な取り組みは、地域への愛着を醸成するとともに、

地域コミュニティの形成にも寄与するものであることから、緑の保全・緑化活動への意

識啓発を図り、担い手を育成するための取り組みを位置づけます。 

〇 また、市民活動団体や研究・教育機関、民間事業者や個人等とのさらなる協働に向け、

新たな体制づくりや財源確保の手段を位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本目標１に関わる施策の基本方針＞ 

基本方針①：まちのシンボルとなる緑を守り、活かします 

基本方針②：ふるさとの原風景を感じる農地を守り、活かします 

基本方針③：水辺環境を守り、活かします 

＜基本目標２に関わる施策の基本方針＞ 

基本方針①：緑のパートナーづくりに取り組みます 

基本方針②：緑のパートナーと協働して緑のまちづくりに取り組みます  
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（３）都市の魅力を高める緑に関わる施策の基本方針 

〇 都市の大半を民有地が占める状況において、緑あふれるまちの実現には、市民や民間

事業者等の協力を得ながら、個人の住宅地や民間事業者が開発する空間などにおいて緑

を保全・創出していくことが重要です。このことから、市民等が緑の保全・創出に取り

組むことができるように、個人の住宅地の緑地空間の創出や、民間事業所の屋上・壁面

緑化などに対する支援の充実、開発事業に対する緑空間確保の誘導、都市緑地法等に基

づく緑化地域制度や市民緑地認定制度の活用等の取り組みを位置づけます。 

〇 公共施設については、地域のランドマークとして市民・民間事業者が主体的に進める

緑化の先導的な役割を担うことから、街路樹の適切な維持管理や、効果的な壁面緑化・

屋上緑化などの緑化事業を位置づけます。 

〇 本市が有している多様性な生物が生育できる環境は、人が自然と触れあえる機会を与

えるなど、人々の暮らしに様々な恩恵をもたらしてくれることから、多様な生物が生息

できる水と緑の空間の保全と再生に向けた取り組みを位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）暮らしを楽しむ場としての緑に関わる施策の基本方針 

〇 暮らしを楽しむ場、地域コミュニティをはぐくむ場として、子どもから高齢者まで地

域のだれからも愛されて安全に使われる公園となるよう、法改正により設けられた新た

な制度等を活用した公園のリニューアルや公園利用者の安全性を確保に向けた適切な維

持管理、公園の運営・活用に関するガイドラインの作成や地域イベントの開催などの取

り組みを位置づけます。また、本市では、市域の約98％が公園の誘致圏内に収まる状況

となっていることから、長期未着手の都市計画公園・緑地については、必要性等を考慮

の上、今後のあり方を検討していきます。 

〇 市内の公園・緑地等や水辺が有機的につながり、多様な機能がより発揮されるよう、

生物の生息空間や移動経路としての役割にも配慮した、公園・緑道・用水路等の整備・

機能強化などによる水と緑のネットワーク化を位置づけます。用水路等については、季

節に関わらず通年で水辺を感じることができる取り組みを位置づけます。 

  

＜基本目標３に関わる施策の基本方針＞ 

基本方針①：公共施設の緑化を進めます 

基本方針②：暮らしの場の緑を守り、増やします 

基本方針③：開発事業における緑化を適切に誘導します 

基本方針④：生き物の生息環境に配慮した空間を保全・確保します 

＜基本目標４に関わる施策の基本方針＞ 

基本方針①：公園・緑地等の魅力の向上を図ります 

基本方針②：公園・緑地等の適切な管理・運営・活用を進めます 

基本方針③：水と緑のネットワーク化を進めます 
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（５）都市の安全・安心に寄与する緑に関する施策の基本方針 

〇 だれにとっても心地よく安心して使える空間となるよう、ユニバーサルデザインの考

え方に基づく公園・緑地等の整備や樹木の適切な間引き等による見通しの確保、照明の

適切な配置などの取り組みを位置づけます。 

〇 さらに、公園・緑地等や街路樹のある道路は、災害時の避難場所・避難路となるほか、

延焼による被害拡大を抑えるなど、防災面での機能も果たすことから、防災機能を有し

た施設への更新や地域住民による防災訓練・防災イベント等の取り組みを位置づけます。 

〇 また、府中崖線西府緑地等の土砂災害の被害の恐れがある箇所については、被害を軽

減させるため、樹木等の管理方法を検討します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本目標５に関わる施策の基本方針＞ 

基本方針①：暮らしの安全を支え、安心に使える公園・緑地等を整備します 
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２. 緑の将来像実現に向けた施策 

  緑の将来像の実現に向けて、緑育のまちづくりの基本目標ごとに定めた施策の基本方針

から、取り組むべき施策を示します。 
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基本方針①：まちのシンボルとなる緑を守り、活かします 

施策１ ケヤキ並木の保護・更新 

国の天然記念物である「馬場大門のケヤキ並木」は、緑のシンボルであり、都市化

した街の中にあって市民の憩いの場として、ひときわ重要な資産となっています。し

かし、ケヤキ並木周辺は、自動車交通量の増加や、沿道建築物の高層化によりけやき

の生育環境が悪化し、枯死による落枝や倒木などによる危険性の増大が危惧されます。 

このため、ケヤキ並木は、重要な資産として保護（育て）し、地域の歴史文化を醸

成する(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、平成20年に策定した「国指定

天然記念物 馬場大門のケヤキ並木保護管理計画」に基づき、ケヤキ並木を取り巻く

生育環境を改善し、保護するとともに、更新も視野に入れた取り組みを進めます。 

 

（１）生育環境を改善します  

① ケヤキ並木を保護するため、樹木医など専門家の協力を得てけやきの健康状態を

診断し、腐朽菌被害対策、客土・施肥による土壌の改良、生育に適した植栽桝への

改善、けやき並木周辺の雨水の浸透化の促進などに取り組みます。 

 

② けやきの根を踏圧から守り、枝先の空間を確保するための方策として、地区計画

等による沿道建築物の壁面後退の誘導を検討します。また、道路及び壁面後退部分

の根張空間を確保するため、地中空間の改善策を検討します。 

 

③ 自動車の通行などに伴う生育環境の悪化を避けるため、関係機関と連携し、モー

ル化を目指します。 

 

（２）後継樹の育成によりけやき並木を保護・更新します  

① ケヤキ並木を更新するため、次世代の古木となるけやきを選定し、競争木となる

樹木の伐採や、定期的な樹木診断による生育状況の点検などを実施します。 

 

② 他樹種が優占している場合は、不要な樹木の除去と同時に、後継樹として並木の

中に生育するけやきの移植や実生を育成したけやきを補植することにより、ケヤキ

並木を保護します。 

 

 

基本目標１：府中らしさを感じさせる緑を守り・育てる視点 

府中らしさを感じさせる緑を次代に継承し、 

        新しい文化を醸成する「緑育」のまち 
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（３）ケヤキ並木に調和した街並みを形成します   

  ケヤキ並木の沿道では、ケヤキ並木と調和した、美しく、風格ある街並みを保全・

創出するため、「府中市景観条例」や「府中市地域まちづくり条例」の運用のほか、

「けやき並木景観整備基本計画」に基づき、公開空地の確保や緑化の促進、沿道建

築物における壁面後退や建物デザイン、スカイラインの調和を適切に誘導します。 

 

（４）ケヤキ並木を守る市民活動団体及び民間事業者を支援します 

  市民活動団体や民間事業者等が行っているケヤキ並木の清掃活動などを促進す

るため、「広報ふちゅう」や市ホームページを通じて市民の参加や協力を呼びかけ

るとともに、清掃道具の貸し出しなどの支援を実施するほか、より市民が関心を高

め、その保全・育成に向けた活動に参加しやすい仕組みを検討します。 
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施策２ 崖線の樹林の保全・活用 
崖線に残る自然樹林は、身近に自然を感じさせる貴重な緑の空間であるだけでなく、

斜面の緑が、自然の豊かさを感じさせる景観要素ともなっています。しかしながら、

土地利用の転換などにより自然樹林が減少し、崖線においては、湧水の枯渇も進みつ

つあります。 

このため、残されている自然樹林を継承（育て）し、自然の豊かさを感じさせる景

観要素として活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、東京都及び関係

自治体で構成される「多摩川由来の崖線の緑を保全する協議会」と連携し、緑の軸を

構成する重要な自然樹林として保全・活用を図ります。 

 

（１）崖線の樹林を保全します  

① 崖線の樹林を良好な状態に保つため、市民や民間事業者の協力を得て、下草刈り

や枝打ちなど、適切な維持管理を実施します。 

 

② 府中崖線の樹林は、恒久性を確保するため、「緑確保の総合的な方針（東京都）」

における確保候補地に位置づけ、都市緑地法や条例等に基づく地域制緑地の制度な

どを活用した保全に取り組みます。また、市が参画する「多摩川由来の崖線の緑を

保全する協議会」のもと、東京都及び関係自治体と連携して保全に取り組みます。 

     

③ 府中崖線周辺の湧水を保全するため、道路等の整備に際しては、透水性舗装など

を実施します。また、雨水の地下への涵養を促進するため、崖線に限らず、環境に

配慮した市内の個人住宅への雨水浸透施設の設置にも取り組みます。 

 

④ 国分寺崖線の樹林のうち、市が管理している武蔵台公園内の樹林については保全

に努め、東京都が管理している都立多摩総合医療センター内の樹林については、適

切な保全を図るよう要請します。 

 

⑤ 崖線の樹林を将来に渡って引き継いでいくため、研究機関等と連携し、実態調査

や保全・活用方法の研究に取り組みます。 

 

（２）崖線の緑と調和した周辺環境を創出します  

① 崖線の緑と調和する緑の環境を創出するため、崖線の周辺を対象区域に、地区計

画制度を活用した「緑化率条例制度」や都市緑地法による「緑地協定」などの適用

を検討します。 

 

② 崖線の自然景観や眺望景観を確保するため、崖線の周辺区域に対して、まちづく

り誘導地区の指定や地区計画制度の導入を検討します。 
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施策３ 浅間山の自然の保全・活用 
多磨霊園から続く浅間山には、ムサシノキスゲなど貴重な植物が自生しており、武

蔵野の面影を残した良好な自然環境が形成されています。浅間山は、都立公園として

整備が進められ、緑が保全されていますが、周囲の宅地化などにより、浅間山を取り

巻く環境が変わりつつあります。 

このため、貴重な動植物を含めた自然生態系を保全（育て）し、自然の豊かさを感

じさせる景観要素として活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、浅間

山を含めた周辺地域について、良好な自然環境とふるさとを象徴する景観を保全しま

す。 

 

（１）「ムサシノキスゲ」などの生き物を保護します 

  浅間山の自然及び生育環境の保護に向けて、東京都をはじめ、浅間山自然保護会

や府中野鳥クラブなど、市民活動団体と行政の協働による活動を進めます。 

     

（２）都立浅間山公園の拡充・整備を東京都に要請します 

  緑の拠点にふさわしい緑とするため、生き物の生息空間や自然とのふれあい・環

境学習の場としての機能を拡充するとともに、未整備区域の整備を東京都に要請し

ます。 

 

（３）浅間山に調和した景観を誘導します 

① 浅間山の良好な景観と調和した緑豊かな空間とするため、その周辺地域を対象に、

地区計画制度を活用した「緑化率条例制度」や都市緑地法による「緑地協定」など

の適用を検討します。 

 

② 浅間山の自然景観や浅間山からの眺望を確保するため、「浅間山周辺地区まちづ

くり誘導計画」に基づき、地区施設の整備や周辺の景観に調和した建築物及び工作

物の設置を誘導します。 

 

（４）自然環境学習の場として活用します 

  浅間山は、様々な生き物が生息し、身近に自然とふれあうことができる貴重な空

間であることから、市内の小中学校が実施する自然環境学習の場として活用できる

ように、学習プログラムの作成について検討します。 
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施策４ 保存樹木・樹林等の保全 

ふるさとの名木として府中の長い歴史と文化の中を生き続け、地域の人に親しまれ

てきた「府中の名木百選」や、健全で樹容が美観上特に優れている樹木・樹林である

「保存樹木」「保存樹林」は、市民の協力を得て保全に努めていますが、枯死や倒木

などにより減少しています。 

このため、地域の大切な資産として継承（育て）し、地域を象徴する景観要素とし

て活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、一層の保護対策の充実を図

り、樹木の保全に取り組みます。 

 

（１）保存樹木等の維持・保全に努めます 

① 指定している樹木等に対し、維持管理にかかる費用の一部を補助することにより、

地域にある貴重な緑として適正に管理・保全できるよう努めます。 

 

② 優れた樹形を保つための剪定や施肥による地力回復、病虫害対策や日常の手入れ

方法などに関して、各専門家の助言や指導を受けられるよう相談窓口を含めた仕組

みづくりを検討します。 

 

③ 補助制度の活用や相談窓口を含めた仕組み等の利用を促すため、広報やホームペ

ージなどを通じたＰＲ活動の充実を図ります。 

 

（２）保存樹林等に対する市民緑地制度等の活用を検討します 

  保存樹林等の担保性をより高めるため、管理の負担軽減や優遇税制により土地の

所有コストを軽減できる市民緑地契約制度等の活用を検討します。 
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施策５ 重要な景観資源の保全 
本計画において重要な緑として位置づけている、ケヤキ並木や崖線、多摩川などの

緑は、「府中市景観計画」において重要な景観資源を含む地区として位置づけられて

おり、景観形成推進地区に指定し、その保全に取り組んでいます。 

このため、本市固有の景観を維持・保全（育て）し、美しさや風格の感じられるま

ちの資源として活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、これら景観上

重要な緑については、「府中市景観計画」に基づき、適切な保全を図ります。 

 

（１）景観形成推進地区における景観資源の維持・保全に努めます 

① 次の景観形成推進地区については、府中市地域まちづくり条例や府中市景観条例

と連携し、重要な緑の景観資源を保全します。 

 1)大國魂神社・けやき並木周辺景観形成推進地区 

 2)国分寺崖線景観形成推進地区 

 3)府中崖線景観形成推進地区 

 4)浅間山周辺景観形成推進地区 

 5)多摩川沿川景観形成推進地区 

 

② 各景観形成推進地区の景観形成の目標及び方針を実現するため、まちづくり誘導

地区や地区計画制度などの活用を検討します。 

 

（２）景観重要公共施設における良好な景観形成を推進します 

  「府中市景観計画」に定められている次の景観重要公共施設やその周辺の土地利

用については、地域のまちづくり等と連携して良好な景観の形成に配慮した整備を

行うとともに、国や東京都などの関係機関に対して、景観的な配慮を要請します。 

 1)景観重要道路：国分寺街道(けやき並木通り)、市道４-50号線・市道４-55号線 

 2)景観重要公園・緑道：郷土の森公園、緑道・遊歩道(下河原緑道、二ケ村緑道、

新田川緑道、第三都市遊歩道、多摩川かぜのみち) 

 3)景観重要河川：多摩川 
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基本方針②：ふるさとの原風景を感じる農地を守り、活かします 

施策６ 農地の保全・活用 

農地は、農産物の供給だけでなく、地球温暖化の抑制、ヒートアイランド現象など

の都市気象の緩和、保水機能や遊水機能による都市水害の防止、生き物の生息空間、

ふるさとを感じさせる景観の形成など、様々な機能を有しており、本市の緑被地の約

２割を占める貴重な緑の空間となっています。しかしながら、都市における農業の存

続が年々厳しさを増し、農地は減少しています。 

このため、様々な機能を持つ農地を保全(育て)し、地域の環境形成に活かす(育て

られる)「緑育のまちづくり」の視点から、農地が保全・活用されるよう、生産緑地の

追加指定等に取り組みます。 

 

（１）農業振興を進め、農地を保全・確保します 

① 農地を保全・活用していくため、府中市農業振興計画に基づきながら、民間企業

や若い世代が参入しやすい都市農業の推進のほか、地産地消や花卉の委託栽培、農

業に親しむ環境の創出、農業まつりや府中マルシェの開催などを行い、農業経営環

境の向上や都市近郊の強みを活かした農業振興に取り組みます。 

 

② 都市内の農地を保全し、農業が営まれている風景を継承していくため、農地や屋

敷林などが比較的まとまって残る地区について、東京都の制度である「農の風景育

成地区制度」などの活用を検討します。 

 

（２）生産緑地法に基づく制度を活用し、農地を保全します 

① 生産緑地地区に指定されていない農地については、緑地として担保するため、緩

和した指定面積要件を活用しながら、関係機関と連携して追加指定に取り組みます。

また、宅地等に転用された農地の再転用に対する追加指定についても検討します。 

 

② 指定から30年が経過する生産緑地地区については、買取申出期間が10年延長さ

れる「特定生産緑地指定制度」の創設を踏まえ、特定生産緑地の指定に取り組み、

農地としての継続的な保全・利活用を促進します。 

 

③ 生産緑地法に基づく買取りの申し出に対しては、農地が引き続き保全・活用され

るよう、他の営農者の取得のあっ旋に取り組みます。 
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（３）市民農園などとして保全します 

  市民が自然とふれあい、土に親しむことによって生活に潤いを与えてくれる「市

民農園」としての農地の借用や、学校教育における農業体験の場として農地を保全

します。 

 

（４）農地と住宅地が調和した環境を形成します 

  農地と住宅地が調和した環境を形成するため、まとまりのある農地の残る区域な

どにおいて、用途地域として追加された「田園住居地域」の指定を検討します。 

 

（５）農業公園の設置を進めます 

  農とのふれあいを通じて、市民が農の楽しさを感じられるとともに、協働作業を

通じた地域コミュニティづくりや都市農業の魅力及び必要性を発信する場として、

「農業公園」の設置を進めます。 

  農業公園は、西府町において整備を進めている施設を農業公園全体の拠点となる

施設とし、南町及び小柳町における施設を付属的施設とする分散型による設置を進

めます。 
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基本方針③：水辺環境を守り、活かします 

施策７ 多摩川の保全・活用 

多摩川は、「多摩川水系河川整備計画（平成29年３月、国土交通省関東地方整備局）」

に基づき整備が進められており、水と緑にふれあうことのできる貴重な水辺空間とな

っています。 

このため、貴重な水辺空間として保全（育て）し、水や緑とのふれあいの場として

活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、水辺の生態系や水辺景観を保

全するとともに、市民の多様なレクリエーション需要に応えた改善・整備を進めます。

また、スポーツ施設においては、安全・安心な施設として快適に利用できるよう整備

に努め、水辺における自然とのふれあいなどにより、環境を学ぶ場としても活用して

いきます。 

 

（１）「多摩川水系河川整備計画」に基づく整備・保全を進めます 

① 多摩川河川敷においては、市民の多様なスポーツ・レクリエーション需要に応え

ることができるよう、公園・運動施設などの維持管理の充実を進めます。 

 

② 新たな施設整備にあたっては、多自然型工法の導入や生き物の生息空間となる瀬

や淵の確保など、自然生態系の保全に十分配慮した整備を国の関係機関に要請しま

す。 

 

（２）多摩川の環境保全を進めます 

① ツバメの集団ねぐらやヒバリの生息地などが存在する河川空間の自然環境の保

全に関して、市民と協働し、河川空間の清掃やつる植物などの外来種の駆除などを

実施します。 

 

② 河川敷を利用した際のごみの持ち帰りについて周知徹底を図るなど、国の管理部

門とも連携を図りながら適切な維持管理に努めます。 

 

（３）多摩川の景観に配慮したまちづくりを推進します 

  多摩川沿いの道路緑化を進めるとともに、その周辺地域においては、府中市地域

まちづくり条例や府中市景観条例などの運用により、多摩川の景観に配慮したまち

づくりを推進します。 
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（４）「府中水辺の楽校」を支援します 

① 小学生とその保護者を対象に、多摩川河川敷で生き物とふれあい、水辺での遊び

を通じて親子で環境を学ぶ機会を提供する、「府中水辺の楽校」の開催を継続的に

支援します。 

 

② 様々な活動を広く紹介することにより「府中水辺の楽校」に対する市民の協力を

促します。 

 

施策８ まちなかの用水路の活用 

（１）用水路の活用を進めます  

① 農業用水路等は、ふるさとを感じさせる田園風景を構成する重要な要素であるこ

とから、地域住民の協力を得て、公園や緑道などと一体となった活用に取り組みま

す。 

 

② 用水路の活用にあたっては、まちに潤いをもたらす環境資源として、生態系や景

観の保全に配慮した整備のほか、水辺としての親水性の向上に向けた通年通水に取

り組みます。 
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基本方針①：緑のパートナーづくりに取り組みます 

施策9 緑に関わる情報の発信・共有 

地球環境保全が世界規模での課題となっている今日、その柱である自然保護に対す

る意識を高めることが重要です。 

このため、市民活動団体や研究・教育機関、民間事業者や個人といった「緑のパー

トナー」との連携が「緑育のまちづくり」を進める上では重要となります。 

緑のパートナーづくりの第一歩として、緑の保全・活用に向けた意識啓発を行うた

め、緑や公園・緑地等に関わる問題や課題、日々の市民ニーズや緑に関わる知識など

が、市民と行政との間でタイムリーに行き来できるような、情報発信・共有に取り組

みます。 

 

（１）双方向型の情報共有システムの導入を検討します  

  公園・緑地等に関わる情報について、市民と行政が双方向で情報発信が可能とな

るよう、スマートフォンやタブレット端末等を活用した情報共有システムの導入を

検討します。 

 

（２）様々な情報媒体を活用した情報発信を進めます 

① 緑に対する愛着を高め、緑の知識などを広く普及させるため、本市の緑の特徴や

歴史、緑の保全や緑化に関わる知識や技術、イベントや講習会の開催案内といった、

本市の緑に関わる様々なことを、「広報ふちゅう」や市ホームページ、SNS（ソー

シャル・ネットワーキング・サービス）やPRパンフレット等を活用しながら発信し

ます。 

 

② 市民の自主的な緑化活動を促すため、緑化に関わる助成制度や都市緑地法に基づ

く地域制緑地による税の特例措置などの情報を、様々な情報媒体を活用して発信し

ます。 

 

③ 緑に関わる活動の活発化や、市民それぞれの立場にあった活動への参加を促すた

め、各種の組織・団体の取り組み・活動内容に関連する情報を発信します。 

 

 

 

基本目標１：協働によって緑を育てる視点 

ともに緑のまちづくりに取り組み、 

地域とのつながり・コミュニティを醸成する「緑育」のまち 
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施策10 緑に関わる機会の充実 

緑の保全・活用に向けた意識啓発や緑とのふれあいを通じて、緑に対する興味や関

心、まちの緑は自分たちで守り育てるという気持ちが醸成され、緑育のまちづくり活

動への参加に繋がると考えます。 

このため、大切な自然を守り・育て、人間を含めた生物の生息環境をより良いもの

とする(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、自然保護啓発普及事業の推進

のほか、だれもが気軽に参加できる緑に関わるイベントの開催など、その機会の充実

に取り組みます。 

 

（１）緑に触れ合える各種イベントを開催します 

① 緑の保全や緑化の必要性、環境保全の重要性など、緑に関わる意識を啓発し、知

識を広く普及させるとともに、地域コミュニティを醸成する場として、「府中環境

まつり」や「桜まつり」、「農業まつり」や「浅間山公園キスゲフェスティバル」、

「西府わき水まつり」などの各種イベントを、緑のパートナーとの協働により実施・

支援していきます。 

 

② 緑の大切さを学び、自然とふれあう新たなイベントや緑育のまちづくりに関する

シンポジウムの開催を検討するなど、広く緑に関わる見識を深めるとともに、時代

の要請を捉えた内容の充実に取り組みます。 

 

（２）緑の知識・技術が学べる参加・体験型の講座などを開催します 

① 緑に関わる意識の啓発や知識の普及、市民自らの緑化の意識向上を目的として、

自然環境学習会や府中かんきょう塾、ガーデニング講座等を開催します。 

 

② 実体験を通じた自然や歴史文化、環境などに対する意識を高めるため、市民活動

団体などによる「自然観察会」や観光ガイドによる「まち歩き」などの情報を様々

な媒体を活用して提供し、市民の参加を促します。 

 

（３）自然保護意識を高めるための活動に取り組みます 

① 緑のリサイクル活動として、市民が公園で収集した落ち葉の量に応じて、一定量

の腐葉土を得ることができる「落ち葉の銀行制度」を引き続き実施していきます。

また、「落ち葉の銀行制度」について「広報ふちゅう」などにより周知しています。 

 

② 家庭や事業所など、公園以外において収集した落ち葉や剪定枝についても、「緑

のリサイクル制度」を適用できるよう制度の拡大を検討します。 
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③ 広く自然保護意識を普及・啓発するとともに、全国各地における緑の保全や緑化

活動の原資として役立てられる「緑の募金」の趣旨を踏まえ、「緑の募金」運動を

推進します。 

 

（４）各種コンクールを実施します 

① 自然保護意識を高めるため、「環境啓発ポスターコンクール」を継続的に実施し

ます。 

 

② 「環境啓発ポスターコンクール」への参加を促すため、「広報ふちゅう」への掲

載のほか、各小中学校へのＰＲに努めます。 

 

③ 市民や民間事業者、研究・教育機関などが持つ自然保護や緑化推進などのアイデ

アを施策・事業に取り入れるため、「(仮称)緑育のまちづくりアイデアコンテスト」

などの実施を検討します。 
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施策11 緑のパートナーの発掘・育成 

緑に関わる情報発信・共有や緑にふれあう様々なイベントへの参加などを通じて、

緑への興味関心が芽生えた方々が、今後、ともに緑育のまちづくり活動に取り組める

よう、新たな緑のパートナーとして発掘・育成していきます。 

また、次代を担う緑のパートナーを育成していくため、学校教育を通じた意識啓発

や緑に関わる機会の創出にも取り組みます。 

 

（１）興味関心のある方々が緑の活動へ関わるための支援をします 

 興味の度合いや活動時間など様々な活動形態に対応し、それぞれの立場で参加が

できるような活動内容や方法などの相談への対応を行います。また、活動希望者が

既存の市民活動団体等へ加われるよう、マッチング等の支援を行います。 

 

（２）「府中まちなかきらら連絡会議」を通じて緑のパートナーを発掘・育成します 

 道路や公園の清掃・美化活動に関連するインフラ管理ボランティア制度である

「府中まちなかきらら」に登録している各種団体同士の交流の場である、「府中ま

ちなかきらら連絡会議」において、人材に関わる情報やノウハウの共有を行い、緑

のパートナーの発掘・育成に努めます。 

 

（３）学校教育における環境学習の機会を拡充します 

① 一人ひとりの環境保全の取り組みの重要性について学ぶ、小学校・中学校の総合

学習の時間を支援します。 

 

② 教育機関と地域の連携強化を図るとともに、地域コミュニティの醸成の機会とし

て、「府中まちなかきらら」や、学校教育の中で取り組んでいる農業体験事業の活

用を検討します。 
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基本方針②：緑のパートナーと協働して緑のまちづくりに取り組みます 

施策12 緑のまちづくり活動をサポートする仕組みづくり 

協働の取り組みが活発に、そして持続的に展開されるには、緑のパートナーを適切

にコーディネートするなど、自発的な活動を支え続けていく仕組みが欠かせません。 

このため、「緑育のまちづくり」を支える緑のパートナーの活動や行政との協働を

サポートするための仕組みづくりや、緑のパートナー同士が繋がりネットワークを築

ける機会の創出に取り組みます。 

 

（１）緑のパートナーとの協働をサポートする体制を強化します 

① 緑のまちづくり活動を行う各々の緑のパートナー同士や行政との協働が円滑に

なるよう、それぞれの間をつなぐコーディネート組織として「中間支援組織」の導

入に取り組みます。 

「中間支援組織」は、公園・緑地等の魅力向上に向けた事業の企画や情報発信、緑

のパートナーの活動のサポートなどを行います。 

 

② 公園管理者のほか、関係行政機関、関係地方公共団体、学識経験者、商工関係団

体、公園管理者が必要と認める自治会やまちづくり団体などの各主体同士の情報共

有及び協働の機会を創出する場として、都市公園法に基づく「（仮称）公園の活性

化に関する協議会」の設置に取り組みます。 

 

③ 市民活動団体や市民による自発的な緑地の保全や緑化に対する取り組みを推進

するため、都市緑地法に基づく、みどり法人の認定制度を用いた支援に取り組みま

す。 

 

（２）「府中まちなかきらら」の制度を拡充します  

  「府中まちなかきらら」については、公園の花植えや植栽の維持管理など、まち

の緑をより魅力的なものにするための活動にも対応できるよう、制度拡充に取り組

みます。 

 

（３）緑育のまちづくりについて情報共有が行える場の設置に取り組みます 

① 民有緑地に関わることや地域の緑に関することなどといった、緑のまちづくりに

関することが気軽に話し合える、情報共有の場の設置に取り組みます。 

 

② 緑の保全・活用に向けた取り組み施策の検討や施策の進捗評価など、本計画の推

進に関わる、情報の共有や審議、助言を行う場の設置に取り組みます。 
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施策13 財源・資金の確保・充実 

本市では、自然環境の保全及び緑の保全を図るため、公園緑化基金の積み立てを行

っています。民有地にある樹林を保全する際には、基金を活用して、公有地化するこ

ともあることから、基金の計画的な運用が望まれます。また、近年、インターネット

等を通じて広く個人や組織に資金の提供や協力などを行う「クラウドファンディング」

も一般化しつつあります。 

このため、「緑育のまちづくり」の推進に向け、緑の保全や緑化の必要性への理解

を促す活動などを通じ、市民や民間事業者など民間の寄付に基づく財源・資金の確保・

充実を図ります。 

 

（１）公園緑化基金などを活用した財源確保に努めます 

① 自然環境及び緑の保全を図るため、公園整備や緑化推進事業に要する経費の財源

として公園緑化基金を活用します。 

 

② 資金提供による積極的なまちづくりへの参画は、緑のパートナーとの協働につな

がることから、事業資金の確保策や緑のまちづくり活動の促進策の一つとして、ク

ラウドファンディングの導入の可能性を検討します。 

 

（２）財源・資金の確保・充実に向けて市民や民間事業者へ情報を発信します 

  市民や民間事業者の理解と協力を促し、財源・資金の確保・充実を図るため、「広

報ふちゅう」や市ホームページ、パンフレットの配布などを通じ、目的や趣旨、運

用の仕組みや実績など、透明性の高い情報提供・公開を進めます。 

  また、民間事業者が行っている緑のまちづくりに関わる助成について、市民や市

民活動団体等へ周知していきます。 
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基本方針①：公共施設の緑化に取り組みます 

施策14 道路の緑化 

道路の緑は、連続性のある景観の軸となって都市の緑の豊かさを特徴づける要素と

なっています。また、災害時の避難路確保など、都市の防災性の向上にも寄与する重

要な機能も持っています。さらに、幹線道路には街路樹が植栽され、地域の特色や個

性をあらわす特徴的な並木道も形成されています。 

このため、道路の緑化（育て）に取り組み、緑豊かな市街地環境の形成に活かす(育

てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、幹線道路だけでなく、市民の参加・協力

により沿道民有地の緑化と一体となった、緑豊かな市街地空間の創出を進め、水と緑

のネットワークの充実に取り組みます。 

 

（１）道路の緑化に取り組みます 

① 市が施行する新たな都市計画道路の整備に際しては、緑化スペースの確保に努め

ます。また、東京都が施行する都市計画道路については、緑豊かな道路空間づくり

を要請します。 

 

② 身近な生活道路については、拡幅改修、改良事業を契機として、歩行者の通行の

安全性確保を前提に、計画的な緑化に努めます。 

 

③ 府中公園周辺の桜通り等は、「桜通り等改修計画」に基づき、桜の並木道の雰囲

気を継承しつつ、だれもが円滑に移動できる歩道空間の確保や土壌改良、老齢化し

た樹木の更新などに取り組みます。 

 

④ 緑豊かな景観の軸を形成するとともに適切な道路の維持管理を行うため、健全樹

木の成長に向けた道路の透水性舗装化や根張り空間の確保、大径木化や老齢化した

通行の支障となる樹木の伐採などに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３：都市の魅力を高める緑の視点 

身近な緑を守り、増やすことで、 

 暮らしの場にふさわしい環境が形成された「緑育」のまち 
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施策15 公共施設の緑化 
市の公共施設は、市民等との協働による緑のまちづくりを先導する施設として、「府

中市公共施設の緑化基準」に基づき、緑化を重点的に進めてきました。 

このため、民有地における緑化を先導する役割を果たす公共施設の緑化（育て）を

進め、緑豊かな市街地環境の形成に活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点

から、今後とも緑化のモデルとして、適切な緑化に取り組みます。 

 

（１）公共施設の緑化に取り組みます 

① 市が設置・管理する公共施設については、緑豊かなまちづくりを先導するモデル

施設として、緑化に取り組みます。 

 

② 国や都などが設置・管理する公共施設については、周辺環境に配慮した緑化につ

いての協力を要請します。 

 

（２）道路や公園などとの一体的な緑化に取り組みます 

  緑豊かな道路や公園などと隣接する公共施設については、これらと一体となった

緑の空間を確保・創出するため、樹木のボリューム・樹種等のバランスを考慮した

緑化に取り組みます。 

 

（３）校庭の芝生を適切に維持管理します 

  校庭の芝生の維持管理については、学校や地域の方々が中心となり、民間事業者

からの指導等を得ながら取り組めるよう、支援していきます。 
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基本方針②：暮らしの場の緑を守り、増やします 

施策16 民有地の緑の保全・活用 

平地では屋敷林を中心にまとまりのある樹林が点在していますが、土地利用の転換

などにより自然樹林の減少が進みつつあります。また、個性豊かな緑のまちづくりを

進めるためには、市の大部分を占める民有地の緑化が重要であり、公共施設と民有地

の緑が一体となって活用されることで、市民の緑に対する意識はより高まるものと考

えます。 

このため、屋敷林などのまとまりのある樹林や民有地の緑を守り・育て、暮らしの

場にふさわしい緑豊かな市街地環境の形成に活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」

の視点から、地域を象徴する緑として保全するとともに、個人の庭などの緑化を促進

し、身近に水と緑にふれあえる空間として活用を図ります。 

 

（１）樹林を保全・活用します 

① 地域の歴史的・文化的価値を有する樹林や、生き物の生息・生育地として重要な

樹林、市民に公開することが可能な屋敷林等については、所有者との契約により民

有地のまま緑地として地域に公開することができる「市民緑地契約制度」の適用や、

都市公園としての借用などにより、目的に応じた保全・活用を図ります。 

  

② 良好な自然環境を有するまとまった樹林については、恒久性を確保するため、必

要に応じて緑地保全地域や特別緑地保全地区の指定を検討します。 

 

（２）沿道緑化を促進します 

  沿道民有地においては、良好な市街地環境や道路景観の形成、防災性の高い空間

の確保の観点から、緑化を促進します。 

 

（３）個人の庭などの民有敷地の緑化を促進します 

① 緑化地域の指定や地区計画による沿道緑化や緑化率の指定など、都市計画制度を

活用した緑化の誘導策の導入を検討します。 

 

② 個人宅や企業敷地の庭やアプローチ、玄関周り、窓辺などにおける緑化を促すた

め、市民等からの求めに応じて、技術的な助言を行う専門家派遣などの支援を実施

します。また、各文化センターにおいて、害虫駆除機材の貸出等に取り組みます。 

 

③ 市民が主体となった個性豊かな緑のまちづくりを促すため、個人の庭を一般公開

する「オープンガーデン」への取り組みに対する支援策を検討します。 
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④ 緑化活動に対する意欲を高めることによって民有地の緑化を促進することを目

的に、優れた「オープンガーデン」を表彰する制度や、美しい緑の街並みのフォト

コンテストなどの顕彰制度の導入を検討します。 

 

⑤ 市民の意識を高めるため、「広報ふちゅう」や市ホームページ、パンフレットの

配布を通じ、市民の自主的な緑化への取り組みに関わる情報を積極的に提供します。 
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施策17 まちかど空間の緑化 
公園などのまとまった空間確保が困難な市街地においては、まちかどの小スペース

を有効に活用した緑化が望まれます。現在、公共花壇や市民の自主活動である市民花

壇が市内に設置され、季節に応じた草花が市民の目を楽しませています。また、気軽

に立ち寄り休息できる空間として、公共用地を活用したスポットパークを設置してい

ます。 

このため、まちかど空間において身近な緑を育て、良好な暮らしの場の形成に活か

す(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、まち全体の緑の個性と豊かさを育

み、市民花壇や公共花壇、スポットパークなどを、だれもが緑を楽しめる空間「地域

の庭」として、まちかどの緑化を促進します。 

 

（１）まちかど空間の緑化を進めます 

① 設置済みの市民花壇は、市民の協力を得ながら、適切な維持管理を促進し、質の

向上に取り組むとともに、多様な草花の種子や苗、球根や腐葉土の提供などを行い

ます。 

 

② 公共花壇においては、多くの人に親しまれる空間として、地域住民や民間事業者

が主体となった、特色ある草花の植栽や維持管理を促進します。 

 

（２）スポットパークの整備と適切な維持管理を進めます  

① まちかどや生活道路沿いの空地などの公共用地を活用し、だれもが気軽に立ち寄

ることができるスポットパークの整備を進めます。また、多くの人に親しまれる空

間として、地域住民や民間事業者が主体となった維持管理を促進します。 

 

② 既設のスポットパークのうち、道路に接続していないなど利用しにくい箇所につ

いては、防災面や地域特性を考慮しつつ、統廃合等の見直しを進めます。 
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施策18 緑化重点地区の指定 

市政世論調査によると、本市は緑豊かな都市として評価されており、この緑の豊か

さが暮らしの場や様々な活動の場としての魅力を一層高めています。 

これまで以上に緑豊かな都市としての魅力を高めていくためには、緑の量を確保す

るだけでなく、その質の向上に向けた取り組みが求められます。 

このことから、市全域を「緑化重点地区」に位置づけ、様々な取り組みを進めます。 

 

（１）市全域を緑化重点地区に指定します 

  緑の基本計画では、行政による重点的な緑化施策に加え、市民や民間事業者が自

主的に緑化を進めるなど、緑化の推進を重点的に図るべき地区として「緑化重点地

区」を定めることができます。 

  本市では、これまで市全域を「緑化重点地区」として位置づけ、緑化に取り組ん

できました。今後も緑豊かな都市の実現に向け、市全域を「重点的に緑化の推進に

配慮を加えるべき地区」として「緑化重点地区」に位置づけ、NPO法人や企業等の

民間主体が公園的な空間として整備・公開を可能とする「市民緑地認定制度」等も

活用した公園・緑地等の整備や緑化の推進、誘導に取り組みます。 
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基本方針③：開発事業における緑化を適切に誘導します 

施策19 開発事業に対する緑化の促進 

開発行為や中高層建築物などの大規模な開発事業は、まちの景観に大きな影響を与

えることから、「府中市地域まちづくり条例」に基づき、緑化や公園の設置など、緑

化の促進を図っています。 

こうした開発事業に伴う緑地の保全・確保、緑化の促進は、今後も重要であること

から、開発区域において緑を確保（育て）し、良好な市街地環境の形成に活かす(育

てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、「府中市地域まちづくり条例」を踏まえ

つつ、都市計画法等の各種法制度の活用を広く検討し、適正な緑化及び緑の保全を促

進していきます。 

 

（１）開発事業に対して適切な緑化を推進します 

① 開発行為や中高層建築物などの大規模な開発事業については、開発事業者に対し、

環境認証制度の取得を推奨します。 

 

② 開発事業者との協議により、既存緑地の保全を誘導します。 

 

③ 開発事業に伴い設置される公園・緑地等は、市民に親しまれ、地域性に応じた特

色あるものとなるよう、整備に際して事業者と協議します。また、水と緑のネット

ワークゾーン内においては、連続した緑の空間を形成するよう、公園・緑地等の整

備を誘導します。 

 

④ 開発事業に対して、道路前面などの地上部の緑化を優先的に誘導します。 

 

⑤ 開発事業に伴い、公開空地等が設置される場合は、東京都の「公開空地等のみど

りづくり指針」に基づく「みどりの計画書」の作成と協議のもとで、質の高い緑化

空間の創出を誘導します。 

 

（２）地区計画や緑地協定などの制度の活用を検討します 

① 開発事業については、良好な環境を維持・保全するため、地区計画制度を活用し

た「緑化率条例制度」や都市緑地法による「緑地協定」、「緑化地域制度」などの適

用を検討します。 

 

② 民間活力を活かした公園的な空間の確保や、市民等との協働による維持管理を促

進するため、開発事業に伴い保全されたまとまりのある緑地に対して、「市民緑地

認定制度」を適用していきます。 
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（３）屋上・壁面緑化を誘導します 

  土地の高度利用が必要な駅周辺などで、緑化する余裕の少ない敷地においては、

ヒートアイランド現象の緩和や地球温暖化の抑制に向けた取り組みとして、壁面緑

化や屋上緑化を誘導します。 
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基本方針④：生き物の生息環境に配慮した空間を保全・確保します 

施策20 生き物の生息空間の保全 

多摩川や浅間山、府中崖線などの緑の空間は、小動物や野鳥など様々な生き物の生

息空間となっています。このような空間において、次代を担う子どもたちが、多様な

生き物との共存や自然環境の大切さを学ぶことは、緑のまちづくりを進めるうえで重

要です。しかしながら、都市化の進展に伴い、これら生き物の生息空間の縮小が進ん

でいます。 

このため、生き物の生息空間となる緑を守り・育て、全ての生き物が共存できる環

境の形成に活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、「府中市生物多様

性戦略」とも連携しながら、生き物の生息空間を保全します。また、生き物の生息空

間をつなげる回廊（コリドー）を適切に配置し、エコロジカル・ネットワークを形成

します。 

 

（１）生き物の生息状況及び生息環境の調査を実施します  

① 生き物の生息状況及び生息環境の現状と経年変化を把握するため、「自然環境調

査員会議」や他の市民活動団体やボランティア、研究・教育機関などと協力しなが

ら、定期的な生き物調査を実施します。 

 

② 調査結果を踏まえ、研究・教育機関などと協力して、生き物と共生可能なまちづ

くりのあり方や、生息・生育空間の保全のあり方について、研究・検討を進めます。 

  

（２）府中市の在来の生き物の保護に取り組みます 

① 地域の生態系に悪影響をもたらす外来生物の生息域の拡大の抑制、及び本市の在

来の生物の保護に取り組むため、在来種・外来種についての調査・研究を実施し、

必要な対策を講じていきます。 

  また、市の鳥である「ひばり」や浅間山に自生する「ムサシノキスゲ」などの貴

重な動植物については、採集や乱獲などの防止策を、東京都や市民活動団体と協力

しながら取り組んでいきます。 

 

② 地域の生態系を保全するため、国、東京都と連携を図りながら、地域の生態系に

悪影響をもたらす外来生物の持ち込み禁止や放棄防止を呼びかけ、生態系の保全に

対する意識の啓発を図ります。 
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（３）生物多様性の保全に向けた意識の普及啓発に取り組みます 

① 市民活動団体やボランティア、研究・教育機関などと協力し、市内に生息する生

き物の情報を収集・整理し、市内の生き物マップやレッドリスト（府中市版）など

を作成します。 

 

② 市内の生き物や生物多様性に関する情報をホームページ等で提供するなど、生物

多様性の保全に対する意識の普及啓発を図ります。 

 

（４）生き物の生息空間としての緑地・水辺を保全します  

  生き物の生息空間を構成している樹木・樹林、水辺などを保全します。生息空間

が公園や農地などである場合は、本来の利用環境を確保しつつ、生き物の生息が可

能な環境の保全に努めます。また、保全にあたっては、生息空間としての特性など

に応じて、様々な緑地保全制度・緑化制度の活用を検討します。 

 

（５）エコロジカル・ネットワークを形成します 

① 浅間山や崖線の樹林、寺社林や屋敷林、まとまった農地、公園内の緑など、多様

な自然環境により構成される生き物の生息空間（ビオトープ）を核とし、それぞれ

の核を、緑道や街路樹のある道路、水路などの連続的な緑で生き物の移動経路とな

る回廊（コリドー）として有機的につなげることにより、エコロジカル・ネットワ

ークを形成します。 

 

② ビオトープ設置校については、学校や地域と連携し、自然に触れることのできる

場として、ビオトープの維持管理に努めるとともに学校教育に活用します。 

  また、ビオトープ未設置校については、学校施設改築・長寿命化改修計画に基づ

き、学校改築時に学校や地域の意見を踏まえビオトープの設置について検討するほ

か、学校や地域と連携し、学校周辺の自然環境を活用して自然と触れあえる機会を

創出します。 
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基本方針①：公園・緑地等の魅力の向上を図ります 

施策21 公園・緑地等の魅力の向上 

公園・緑地等は、レクリエーション活動や防災の空間としての機能のほか、自然環

境の保全や良好な景観形成などの機能を有しており、崖線の樹林地や歴史文化資源な

どの地域資源と一体となって、地域の個性と魅力を高めてくれます。また、何気ない

日常においても人々が集え、自由に利用することができる、日々の暮らしを豊かにし

てくれる場所でもあります。 

このため、地域資源と一体となった緑を守り・育てるとともに、地域ニーズなどを

踏まえた整備により、公園・緑地等の魅力の向上に取り組みます。 

 

（１）市民・地域ニーズを踏まえた公園の魅力向上に取り組みます 

① 都市公園法の改正により、保育所や社会福祉施設（デイサービス等）など、都市

公園の機能の増進が図られる施設を都市公園内に立地させることが可能となった

ことから、制度の活用に向けた指針などの作成に取り組みます。 

  また、地域ニーズや公園利用者の意向、周辺の土地利用等を十分に考慮の上、必

要に応じて整備に取り組みます。 

 

② 公園の利用者が求めるニーズの変化について、市民参加によるワークショップや

説明会などにより的確に捉え、遊具等の撤去や更新、健康遊具の設置など、公園利

用者のニーズに対応した充実化に取り組みます。 

 

③ 都市の貴重なオープンスペース、コミュニティ形成、交流の場としての多機能性

を積極的に活用するため、民間事業者によるイベント開催など、利用者が楽しめる

多様なイベントの受け入れや、その収益を公園の魅力やサービスの向上に還元する

取り組みを検討します。 

 

（２）地域資源を活かした公園・緑地等の魅力向上に取り組みます 

① 府中崖線や四谷の自然樹林などの緑については、鳥や昆虫など、生き物とふれあ

うことのできる場にふさわしい、自然を活かした空間の確保に取り組みます。 

 

② 武蔵府中熊野神社古墳など地域に残る資源は、歴史・文化を感じることのできる

公園として活用します。また、特色あるデザイン、素材による施設の整備、案内板

の設置などを進めます。 

基本目標４：暮らしを楽しむ場としての緑の視点 

自然とふれあえる魅力的な空間を備えた、 

   暮らしに楽しさやくつろぎが感じられる「緑育」のまち 
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（３）公共施設と連携したオープンスペースを効率的に確保します 

  公園と類するオープンスペースを有した既設の文化センターや学校などの公共

施設は、施設が持つ機能（レクリエーション、防災、学校教育等）がより活かされ

るようなスペースとして充実していきます。 
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基本方針②：公園・緑地等の適切な管理・運営・活用を進めます 

施策22 公園・緑地等の適切な維持管理・運営・活用 

公園・緑地等は、誰もが安全・安心して利用できるよう、利用にあたっての様々な

ルールが設けられていますが、近年は、社会情勢の変化に合わせた関係法令の制定や

多様化する市民の方々の価値観に対応することが望まれています。 

また、公園・緑地等にある各施設の経年劣化、樹木の隣接地への越境や日照、防犯

上の問題など、維持管理上の課題が発生しています。 

このため、公園・緑地等を適切に維持管理・運営・活用（育て）し、暮らしの場の

質の向上に活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、インフラマネジメ

ント計画等を踏まえた公園施設の長寿命化や官民連携手法の活用、エリアマネジメン

トの考えを取り入れた市民や民間事業者との協働による公園・緑地等の維持管理・運

営・活用により、魅力的な公園・緑地づくりを目指します。 

 

（１）市民・民間事業者との協働により維持管理を進めます 

① 市民との協働による公園・緑地等の維持管理の実現に向け、役割分担の明確化と

参加しやすい仕組みを検討します。 

 

② 公園・緑地等の維持管理の方法について、ワークショップや地域説明会などを開

催し、市民や事業者の意見や意向を踏まえながら検討します。 

 

（２）だれもが快適に利用できるよう公園・緑地等の維持管理に取り組みます 

① 事故などを未然に防止し、だれもが安全に安心して公園・緑地等を利用できるよ

う、施設や設備の定期的な点検を実施します。 

 

② 施設や設備の破損等により機能が損なわれないよう、劣化状況調査等を踏まえ、

優先度を付けながら施設・設備の修繕・改修を行います。なお、著しい劣化や損傷

が確認された場合は、利用頻度や維持管理コストに応じて、改修・撤去・更新を検

討します。 

 

③ ホームレスなどによる違法な占用や犬猫の排泄物、清潔なトイレの確保など、

様々な問題を抑止するため、関係部署との連携により、適切な管理に努めます。 

  

④ 公共空間としての利用マナーの向上を図るため、様々な媒体や方法を通じた啓発

を実施します。 

 

⑤ 実態に即した適切な管理を行うため、条例や管理規則等の見直しを進めます。 
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（３）公園・緑地等の樹木の適切な維持管理に取り組みます  

① 自然環境や風致、子どもの遊び場などといった、各公園・緑地等の機能や役割を

踏まえ、樹木の適切な維持管理を進めます。 

 

② 樹木の成長により、見通しのきかない箇所、枝や落ち葉が隣接地に影響を及ぼし

ている箇所、樹木の密生により生育環境が悪化している箇所などを把握し、間引き

や植替え、剪定などの適切な管理を行います。 

 

③ 植替えなどに際しては、地域の特性や環境を考慮した樹種の選定を行います。 

 

④ 公園内の樹木について、樹木の保護・育成や、落枝・倒木などによる被害を抑制

するため、適切な剪定方法や樹木医等による診断及び治療の必要性を記した、樹木

の維持管理全般に関するマニュアルの作成を検討します。 

 

⑤ 樹木の効率的・効果的な維持管理に向けて、植栽時期や樹木の点検・診断履歴等

の情報を、情報技術を活用して管理することを検討します。 

 

（４）公園が快適に使われるための運営を進めます 

① 公園の利用者が求めるニーズの変化に対応し、公園を柔軟に利用できるようにす

ることで、子どもの遊び場や健康増進の場、地域コミュニティの場など、公園が持

つ様々な機能を高め、より市民が快適に使えるよう、これまでの公園の管理・運営

手法を見直し、官民連携手法による公園運営や公園の柔軟な使い方などを整理した

「パークマネジメントガイドライン」を作成します。 

 

② 公園利用のルールや花壇づくり、地域における利便性を高めるサービスの内容な

ど基本的な考え方を示した、都市公園の維持管理及び運営マニュアルを作成します。 

 

③ 禁止事項などが定められた利用上のルールについては、だれもが楽しく利用でき

る貴重な空間という視点から、時代のすう勢や市民のニーズに対応したルールとな

るよう見直しを検討します。 

 

④ 公園は、地域の状況や公園利用者の特性により求められる機能が変わることから、

利用状況などを定期的に把握します。また、把握した情報をデータベース化し、運

営に反映する仕組みの構築を検討します。 
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（５）Park-PFIなどの官民連携手法の活用により維持管理・運営・活用を進めます 

  安全・快適で、だれもが楽しく利用できる公園・緑地等の維持管理・運営に向け

て、新たに策定する「パークマネジメントガイドライン」に基づき、「Park-PFI（公

募設置管理制度）」や「包括的民間委託」、「指定管理者制度」など、官民連携手法

の導入可能性を適宜検討し、適切な手法による維持管理・運営を推進します。 

また、これらの制度を活用していくため、公園・緑地に特化した指針やマニュア

ルなどの作成に取り組みます。 
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基本方針③：水と緑のネットワーク化を進めます 

施策23 公園の充実 

本市の公園の配置状況は、住宅市街地の多くが歩いて行ける身近な公園の圏域とさ

れる半径250ｍ内に含まれます。また、１人当たりの都市公園面積は、周辺都市と比

較すると高く、量的な充足は一定程度進んでいるといえます。 

一方、公園の整備を取り巻く環境は、都市化の進展による公園用地の不足、整備費

用や維持管理費用の増加を背景に厳しさを増しており、都市公園の配置標準に即した、

一律的な整備は困難な状況にあります。 

このため、質の高い緑の空間を育て、良好な市街地環境の形成に活かす(育てられ

る)「緑育のまちづくり」の視点から、本市では、量的な充足から空間としての質の

向上へと軸足を移し、既存の公園を活かした、水と緑のネットワークの形成を主眼と

した拡充を進めることで、緑の将来像の実現を目指します。 

 

（１）市の核となる新たな都市公園の整備を進めます 

  都立武蔵野公園や都立浅間山公園などの都立公園については、未整備区域の整備

を、機会を捉えて東京都へ要請します。 

 

（２）地域に不足する機能を充足させる公園の整備に取り組みます 

① 公園の偏在状況や実際の使われ方、また、公園が有している「レクリエーション」

や「防災」、「景観」や「環境」などの機能の立地状況を明らかにするため、公園機

能の実態調査を行います。 

 

② 公園機能が不足している地域や整備されていない地域に対しては、地域住民の意

向などを考慮の上、必要に応じて公園・緑地等の整備を進めます。 

 

③ 土地を借用している市立公園については、地域住民の意向などを勘案し、必要に

応じて都市公園法に基づく借地公園や、公有地化などにより都市公園として確保し

ます。 

 

（３）長期未着手の都市計画公園・緑地の今後のあり方を検討します 

  長期未着手の都市計画公園・緑地については、周辺の公園・緑地等の整備状況や

地域における必要性等を考慮の上、今後のあり方を検討します。 
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施策24 公園・緑地等を結ぶ水と緑のネットワーク化 

市内に配置された多くの公園・緑地等を有機的につなげ、連携を図ることで、緑の

豊かさを感じることのできる空間を創出し、水や緑のもつ様々な機能を相乗的に高め

ることが望まれます。また、このような空間は、何気ない日常においても、水と緑に

親しめる場となります。 

このため、拠点となる緑とこれらを結ぶ緑を育て、緑の豊かさを感じることのでき

る環境の形成に活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、緑の拠点とな

る公園・緑地等と、崖線や多摩川といった水と緑の軸を緑道、遊歩道、街路樹のある

道路で結ぶ水と緑のネットワーク化を進め、さらに、それらが日常的に使われるよう、

活用に向けた取り組みも進めます。 

 

（１）緑の拠点としての機能を高めます 

  水と緑のネットワークにおける緑の拠点として次の公園・緑地等を位置づけ、拠

点としての機能を高めます。 

 1)郷土の森公園周辺          7)西府町緑地周辺（府中崖線） 

 2)ケヤキ並木周辺           8)四谷樹林地周辺 

 3)府中の森公園周辺    9)小柳公園周辺 

 4)浅間山公園周辺          10)武蔵野の森公園周辺 

 5)武蔵野公園周辺(国分寺崖線)     11)東京農工大学周辺 

 6)武蔵台公園周辺(国分寺崖線) 

 

（２）緑の拠点を有機的につなげる水と緑のネットワークを形成します  

① 府中崖線及び多摩川については、本市を東西に横断する水と緑のネットワークの

主軸となる空間として、市民や関係機関と連携し、保全していきます。 

 

② 新田川緑道やニケ村緑道などについては、休憩のできるベンチの設置など、引き

続き機能に配慮した整備を進めます。 

 

③ 緑道・遊歩道などのネットワークに配慮しつつ、街路樹のある道路の整備や用水

路等の親水空間の整備を進めます。 

 

④ 緑化の推進や景観の誘導により、周辺と一体となった緑の軸を形成するため、沿

道民有地における緑地協定の締結などを促進します。 

 

⑤ 拡幅などにより緑の軸としての機能強化が可能な既存の緑道や遊歩道について

は、その再整備を検討します。 
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⑥ 寺社林や屋敷林、農地などの民有地の緑は、まとまり連なることで、緑の軸を形

成することから、所有者による保全を促進するとともに、各種法制度の適用などに

より、保全していきます。 

 

（３）水と緑のネットワークの周知に取り組みます 

市民や民間事業者等が水と緑のネットワークへの理解を深め、緑の軸の形成に取

り組めるよう、「府中市水と緑のネットワークウォーキング・マップ」などを活用

しながら、様々な機会を通じてネットワークや構成する地域資源の周知に取り組み

ます。また、その機会においては、緑のパートナー同士が繋がりネットワークを築

くきっかけにもなるよう、取り組みを進めます。 
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施策25 府中基地跡地留保地における公園・緑地等の整備 

府中基地跡地留保地については、周辺との緑の連続性や防災上の役割等を考慮する

とともに、地域及び市全体の活性化に資する新たな価値を創出するため、核となる  

公園・緑地等を整備します。 

今後は、市・市民・民間事業者が協力して緑をいかした新たな空間づくりに向けた

検討を進めていきます。 

 

（１）新たな緑の空間としての役割をいかした環境づくりを検討します  

  市が有する「緑豊かなまち」というブランドイメージを踏まえ、府中基地跡地留

保地に整備する施設やエリアの価値を高めるための、新たな緑の空間としての役割

をいかした環境づくりを検討します。 

  新たな緑の空間としての役割については、周辺の大規模公園等との緑の連続性を

考慮して検討し、また、留保地に関わる過去の経緯や継承などについても配慮しま

す。 

  整備にあたっては、周辺の緑の配置状況や住環境を踏まえて、適正な規模と配置

を検討します。 

  なお、オープンスペースについては、災害時に周辺住民の一時的な避難場所とな

るように検討します。 

 

（２）市・市民・民間事業者が協力して環境づくりに取り組みます  

  留保地は広大であることから、官民が連携して土地利用を検討できる手法を検討

します。公共施設等を整備する際には、民間の資金や経営・技術的ノウハウを活用

し、魅力ある空間を創出するとともに、市の厳しい財政状況を踏まえ整備費用や維

持管理費用の削減に努めます。 

  また、整備完了後は、留保地全体の価値を高め、持続可能なまちづくりが実現す

るよう、エリアマネジメントとして、市・市民・民間事業者などの多様な主体が一

体となってまちづくりを推進・維持する体制の構築を検討します。 
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施策26 郷土の森公園及びその周辺の整備  

郷土の森公園及びその周辺は、多摩川に隣接し、豊かな緑地や既存の緑道・遊歩道、

水路が存在する水と緑が結集した地域で、市内外から多くの人が訪れ、自然とのふれ

あいやスポーツ・レクリエーションの場として親しまれています。 

このため、中核的な拠点として整備（育て）し、自然とのふれあいやスポーツ・レ

クリエーションの場として活かす(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、郷

土の森公園及びその周辺を、水と緑のネットワークの拠点として位置づけ、魅力ある

緑の空間としての整備を進めます。 

 

（１）郷土の森公園の整備を進めます  

① 郷土の森公園の中央に位置する「芝生広場」周辺は、樹木が密生し、樹勢も低下

しているため、植え替えや間引き、剪定、土壌改良などにより、樹木の適切な維持

管理を進めます。 

 

② だれもが安全に安心して利用できる、いこいの空間としての機能改善に向け、園

路等の施設のバリアフリー化を進めます。 

 

（２）郷土の森公園西側河川区域の整備を検討します  

  郷土の森公園西側河川区域は、隣接する郷土の森公園と一体となる公園・緑地等

の整備を検討します。 
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基本方針①：暮らしの安全を支え、安心に使える公園・緑地等を整備します 

施策27 安全で安心な公園・緑地等の整備 

身近な休息の場、遊び場である公園・緑地等は、子どもや高齢者にとって、安全で、

安心できる空間であるだけでなく、だれにとっても心地よく、使いやすい施設である

ことが重要です。 

このため、公園・緑地等の安全性を高める環境整備（育て）を地域住民等と連携し

て進め、安心できる公園・緑地等を確保する(育てられる)「緑育のまちづくり」の視

点から、ユニバーサルデザインや防犯性などに配慮した整備を進めます。 

 

（１）ユニバーサルデザインに配慮した公園・緑地等の環境整備を進めます 

① 子どもから高齢者、障がい者、外国人など、だれもが使いやすい、ユニバーサル

デザインの考え方に基づいた公園・緑地等の整備を更に進めていきます。 

 

② 遊具などの設備の設置については、キッズデザインに配慮した製品や高齢者に対

応した健康増進設備を検討するほか、老朽化が進んだものや安全性が低下したもの

から優先的に改修します。 

 

（２）公園・緑地等内の防犯性の向上を図ります 

  だれもが安心して公園・緑地等を使えるように、樹木の適切な間引き等による道

路及び見通しの確保や、適切な照明器具の設置、地域と連携した見回りなど、防犯

性の向上を図ります。 

 

 

  

基本目標５：都市の安全・安心に寄与する緑の視点 

暮らしの安全を支える緑を維持し、 

       安心できる市街地環境を備えた「緑育」のまち 
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施策28 緑が有する防災機能の活用 

公園・緑地等は、災害時における避難空間としての機能が期待されています。 

また、道路の街路樹の緑は、枝葉の水分の蒸散作用による延焼の防止・遅延、急傾

斜地の樹木等の緑は、根を地面に張り巡らせることにより土砂災害を防止させる機能

も有しています。 

このため、都市の安全に寄与する緑を維持・確保（育て）し、安心できる暮らしの

場を確保する(育てられる)「緑育のまちづくり」の視点から、安全で安心な市街地の

確保に取り組みます。 

 

（１）防災機能を持った公園整備を進めます  

① 広域避難場所となる都立公園については、震災や大規模延焼火災などにおける災

害対策の拠点としての機能が発揮できるよう、東京都と連携を図ります。 

 

② 街区公園などの身近な公園においては、地域住民が主体となった防災活動を円滑

に実施するための防災備蓄倉庫の設置許可や防災機能を有した公園施設への更新

などに取り組みます。 

 

（２）災害時における農地の活用方策を検討します 

  保水・遊水などの都市水害の防止機能や地震災害時の避難場所としての活用など、

防災協力農地の制度の導入について検討します。 

 

（３）都市の安全性の向上に樹木等の緑を活用します 

① 災害時の避難路や緊急輸送路となる主要な道路については、拡幅改修や改良事業

を契機に、シラカシやマテバシイ等の耐火性を有した樹種や沿道環境に配慮した樹

種への更新を検討します。 

 

② 当面、地域における緑の拠点に位置付ける府中崖線西府町緑地については、土砂

災害の恐れがある箇所において災害時の被害を軽減させるため、樹木等の管理方法

を検討し、府中崖線のその他箇所についても引き続き検討します。 

 

（４）公園・緑地等を活用した地域の防災活動を推進します 

  防災訓練や防災イベント実施の場として公園・緑地等を活用し、地域防災力の向

上に努めます。 
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３. 重点施策の展開～緑を育て 緑に育てられる 「緑育」プロジェクト～ 

 

緑の将来像『みんなで創る 笑顔あふれる 住みよいまち』の実現に向けて、本計画

のテーマとして掲げている『緑を育て 緑に育てられる 「緑育」のまちづくり』の

観点より、優先的に取り組むべき施策を『緑育プロジェクト』として、様々な「緑の

パートナー」を巻き込みながら、ともに取り組んで行きます。 

 

 

緑を育て 緑に育てられる 「緑育」プロジェクトの推進 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑を育て 

緑に育てられる 

「緑育」のまちの 

実現 

. 
府中の緑の 

シンボル継承 

プロジェクト 
. 

農のある 

ふるさと風景継承 

プロジェクト 

. 
人と多様な生き物 

との共存 

プロジェクト 

. 
グリーンタウン 

プロジェクト 

. 
公園・緑地等の 

安全性・快適性アップ

プロジェクト 

. 
緑のパートナー 
プロジェクト 
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 １. 緑のパートナープロジェクト 

 

本計画で目指している「緑育のまちづくり」に取り組むためには、市民活動団体や

民間事業者などの緑のパートナーと行政が協働するのはもちろんのこと、緑のパート

ナー間での連携、各主体が自主的・主体的に緑に関わる活動に取り組むことが重要で

す。そのため、緑のパートナーとの協働によりプロジェクトを推進するための体制と

して、緑のまちづくり活動や各主体の連携・協働をサポートする「中間支援組織」の

導入に取り組みます。 

また、緑のパートナー同士が緑のまちづくりに関することについて気軽に話し合え

る情報共有の場や、取り組むべき施策の検討や施策の進捗状況の評価など、本計画の

推進に関わる情報の共有や審議・助言を行う場の設置に取り組みます。 

 

●●重点的に取り組む施策●● 

 

 

 

 

 

 

 

２. 府中の緑のシンボル継承プロジェクト 

 

馬場大門のケヤキ並木、府中崖線及び浅間山の緑、そして多摩川の水と緑は、府中

らしさを感じさせる、本市のシンボルとなる緑であり、本市の歴史・文化を現代に伝

える、「緑育」のまちづくりに欠かせない資産となっています。しかし、これらの緑

は、生育環境の悪化や、都市化の進展に伴う減少が進んでおり、その保全が重要な課

題となっています。 

このことから、府中らしさを感じさせる緑を次代に継承するとともに、その魅力を

高める施策に重点的に取り組みます。 

 

●●継承すべき緑●●               ●●重点的に取り組む施策●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬場大門のケヤキ並木 

府 中 崖 線 

浅 間 山 

○生育環境の改善          【施策1(1) 】 

○後継樹の育成による保護・更新   【施策1(2) 】 

○崖線の樹林の保全         【施策2(1) 】 

○「ムサシノキスゲ」等の保護    【施策3(1) 】 

○自然環境学習の場としての活用   【施策3(4) 】 

○中間支援組織の導入          【施策12(1) 】 
プロジェクトの 

推進体制の構築 

○情報共有等の場の設置         【施策12(3) 】 情報共有の場の設置 

多 摩 川 ○多摩川の環境保全の推進    【施策7(2) 】 
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３.  農のあるふるさと風景継承プロジェクト 

 

市街地内に残された多くの農地は、都市近郊農業の生産地としてだけでなく、ふる

さと武蔵野の原風景を感じさせる、重要な「緑」となっています。 

このことから、これらの農地を地域の貴重な緑として再認識し、農のある風景を次

代に継承していくための施策に重点的に取り組みます。 

 

●●継承すべき緑●●               ●●重点的に取り組む施策●● 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

４.  人と多様な生き物の共存プロジェクト 

 

本市には、市の鳥である「ひばり」や浅間山に自生する「ムサシノキスゲ」をはじ

めとして、数多くの貴重な動植物が生息しており、こうした多様な生き物のもたらす

恩恵により、都市の魅力は高まり、心豊かな生活ができています。 

このことから、多様な生き物が共存する「緑育のまちづくり」を進めるため、本市

在来の生き物の保護やその生息環境の保全に向けた施策に重点的に取り組みます。 

 

●●重点的に取り組む施策●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農  地 

○農業振興による農地の保全・確保  【施策6(1) 】 

○農地と住宅地が調和した環境の形成 【施策6(4) 】 

○農業公園の設置          【施策6(5) 】 

○生物の生息状況及び生息環境の調査 【施策20(1) 】 

○府中市の在来の生き物の保護    【施策20(2) 】 

在来生き物の生育状況・

環境の調査、保護 

○生物多様性の保全に向けた意識の普及啓発 

【施策20(3) 】 

生物多様性の保全に 

関わる意識の普及啓発 
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５. グリーンタウンプロジェクト 

 

本市は、崖線や樹林、公園・緑地、個人の庭等に様々な緑があふれ、緑豊かなまち

を形成しています。このような緑は、四季を感じられ、気持ちに安らぎを与えてくれ

ることや、地域におけるコミュニティを形成する場として、日々の暮らしを豊かにす

る「緑育のまちづくり」に欠かせないものです。 

このため、これらの様々なまちなかの緑を保全し、一体となって活用することで、

緑豊かなまちとして更に魅力が高まるよう、民間事業者のノウハウを活用した公園・

緑地等の整備・維持管理・運営に向けた施策等に重点的に取り組みます。 

   

●●重点的に取り組む施策●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. 公園・緑地等の安全性・快適性アッププロジェクト 

 

公園・緑地等は、レクリエーション活動や災害時における避難空間としての機能の

ほか、自然環境の保全や良好な景観形成などの機能を有しており、「緑育」のまちづ

くりに欠かせない重要なグリーンインフラです。 

しかし、本市の公園・緑地等には、開設から相当の時間が経過したものがあり、施

設の劣化による安全性の低下や樹木の成長など様々な問題が生じています。限られた

財源の中で、効率的・効果的に維持管理・補修等を行っていく必要があります。 

このため、インフラマネジメントの考えに基づき、中・長期的な財政状況の見通し

を踏まえながら、どのような時でも誰もが安全・快適に利用できるよう、長寿命化を

考慮した整備や維持管理、防災機能の向上に関わる施策に重点的に取り組みます。 

 

●●重点的に取り組む施策●● 

 

 

 

 

 

 

○公園・緑地等の適切な維持管理    【施策22(2) 】 

○防災機能を持った公園整備    【施策28(1) 】 

インフラマネジメント

の考えに基づく 

老朽化等への対応 

○パークマネジメントガイドラインの作成【施策22(4) 】 

○官民連携手法の活用        【施策22(5) 】 

公園・緑地等の 

運営・活用手法の検討 

まちなかの緑の 

保全・活用 

○暮らしの場の緑の保全・活用【施策16(3)、18(1) 】 

○水と緑のネットワークの周知     【施策24(3) 】 
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第６章 計画の推進 

１．計画の推進に向けて 

 

○ 計画で定めた内容を推進していくため、「PDCA（Plan(計画)－Do(実施)－Check(点

検・評価)－Action(改善)」サイクルによる進行管理に取り組みます。 

施策の実施状況とその結果を定期的に点検・評価することにより、施策の進行状況を

管理し、その後の取り組みに向けた課題や改善点を逐次検討することとします。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１ PDCAサイクルのイメージ 

 

（１）実施計画の策定 

○ 施策を具体化するため、関係機関と連携し、施策・事業の実施時期や実施主体、取り

組み方法などを示す実施計画を策定します。 

（２）市庁内の連携の強化 

○ 計画に定めた施策を市として総合的・一体的に推進するため、連絡調整や情報交換の

機会を設ける等、これまで以上に市庁内の連携を強化します。 

（３）施策の点検・評価の仕組みの構築 

○ 施策の取り組み結果の評価や点検、その後の取り組みに向けた助言や情報の共有を行

う場の設置を検討します。 

（４）計画の見直し 

○ 計画については、PDCAサイクルによる施策の点検・評価の結果や、社会情勢の変化等

を踏まえながら、適宜、見直すこととします。 

 

Ｐ：計画 
(Plan) 

Ｄ：実施 
(Do) 

Ｃ：評価 
(Check) 

Ａ：改善 
(Action) 

計画に位置づけた施策・

事業等の実施に向け、実

施計画を立案します。 

施策、事業等を実施

します。 

緑の確保目標や施策の達

成状況を点検・評価しま

す。 

点検・評価の結果を踏ま

え、施策や事業、計画そ

のものの見直しを行いま

す。 


